


 

はじめに 

 
 この報告書は、お茶の水女子大学学生支援センターが、平成 23 年度新入学生（学部）

とその保護者を対象に実施した調査の第一次報告である。調査は、文部科学省特別経費プ

ロジェクト「統合型学生支援システムの構築による女子高等教育機会の保証」の一環とし

て実施した。調査内容は、出身高校、家族、志望動機、進路選択、卒業後の進路志望、学

生生活の経済的基礎、学生支援活動への期待（以上入学生調査）、家計支持者の職業、世

帯年収、学歴、学生支援活動への期待（以上保護者調査）など多岐にわたる。いずれも、

大学生活の基盤や大学へのニーズを明らかにすることによって、本学の学生・キャリア支

援活動をより効果的に実行するための基礎資料として活用することが目的である。 

 

 本学において、学生の保護者を対象とした公的調査が行われた記録は手元には存在しな

い。少なくとも、保護者の社会階層的基盤、とりわけ世帯所得に関する保護者調査ははじ

めて実施されたものと推測する。世帯所得を学生に尋ねた調査は、平成 5年度『学生生活

実態調査報告書』（お茶の水女子大学学生委員会）にまでさかのぼる。 

 この古い調査報告書の中に、「学部学生の家庭の年間所得総額は…1112 万 7800 円で、

全国平均 798 万円と比べると 1.39 倍」に達するとの記述がある。今回の調査でも、本学

学生の出身家庭の所得は、国立大学・女子の年間平均所得を、さらに私立大学をも含めた

年間平均所得を上回るという結果が得られている。ただ他方で、年間所得 600 万円未満の

階層出身学生も全体の 2割を占め、年収の分化傾向が現れている。 

 

 卓越した能力と努力に恵まれた女子学生に、高等教育機会を提供していくために、どん

な学生支援策が必要とされ、また有効なのか。現在実施されている施策は、意図した効果

を持っているのか。また学生や保護者のニーズをどの程度充足しているのか。これらの問

いに答え、効果的・効率的な学生支援政策を実行するためには、まずもって実態をつぶさ

に捉えるためのデータ蒐集が不可欠となる。高等教育機関において昨 今

IR(Institutional Research)の重要性が叫ばれる所以である。 

 

 この調査報告が、有効利用されることを期待したい。 

 

 この調査を実施することができたのは（そして相対的に高い回収率で成功裡に実施する

ことができたのは）、まずもって本年度新入学生とその保護者のご協力による。この報告

書の執筆を担当した望月、桂、三枝各氏とともに、感謝を申し述べたい。 

 

平成 23 年 9 月吉日 

国立大学法人お茶の水女子大学 理事・副学長 

学生支援センター長 耳塚寛明 
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調査の概要                          
 
・調査目的： 

入学を予定している方の実情をふまえ、有益な学生支援の検討および実施を行うための

資料とすることを目的とする。 

具体的には、下記 4点を中心とする。 

1. 新入生個々の大学教育や将来への多様なニーズを把握し、適切な学生支援事業を入

学時から行うために、新入生個々の情報を得る。  

2. 新入生の標準的な学生生活の状況を把握する。  

3. 新入生の家庭状況からその経済的基盤を推定することにより、お茶の水女子大学に

おける学生支援事業を改善するための基礎資料とする。  

4. 国立大学入学者の学生生活・家庭状況・進路状況などに関する調査研究を行うため

の基礎資料とする。  

 

・調査時期： 

2011 年 3 月。なお、震災等の影響により、一部の学生（および保護者）は、提出締切

を 4月中旬とした。 

 

・調査方法： 

原則として、郵送による送付・返送。一般入試合格者（および保護者）、私費外国人留

学生に対しては、他の入学手続関係書類に調査票および調査返送用封筒を同封し、他の書

類とともに回答の返送を依頼した。その他の方法での合格者（および保護者）に対しては、

別途、調査時期に、調査票および調査返送用封筒を送付し、返送を求めた。 

なお、震災等の影響により提出締切を延長した、一部の学生（および保護者）に対して

は、直接、学生・キャリア支援チームへの提出を求めた。 

 

・調査分析対象： 

1.「新入生を対象とした調査（以降、新入生対象調査とする）」 

平成 23 年度学部入学者 484 名。有効回答数 396 名（入学者のうち 81.8％）。文教育学

部174名(入学者のうち80.6％)、理学部109名(同82.0％)、生活科学部112名(同83.0％)。    

詳細は、以下参照のこと。 

   

 
 
2.「新入生の保護者を対象とした調査（以降、新入生保護者調査とする）」 

平成 23 年度学部入学者のうち私費留学生を除いた 480 名。有効回答数 382 名（入学者

のうち 79.6％）。返送者のうち分析許可を得ることができなかった者は分析対象から除い

ている。文教育学部 165 名(入学者のうち 76.4％)、理学部 105 名(同 79.0％)、生活科学

部 107 名(同 64.9％)。回答者は、父親 77 名（回答者のうち 20.2％）、母親（同 79.8％）

であった。 

 
・実施主体： 

国立大学法人 お茶の水女子大学 学生支援センター  
「文部科学省特別経費プロジェクト・統合型学生支援システムの構築による女子高

等教育機会の保証」 

詳細は、http://www.ocha.ac.jp/gss/index.html を参照のこと。 

総数 文教育学部 理学部 生活科学部 無回答

回答総数 396 174 109 112 1
回答総数内の回答率 100 43.9 27.5 28.3 0.3

平成23年度入学者数 484 216 133 135 0
平成23年度入学者内の回答率 81.8 80.6 82.0 83.0 0.0

総数 人文科学科 言語文化学科 人間社会科学科 芸術・表現行動学科 数学科 物理学科 化学科 生物学科 情報科学科 食物栄養学科 人間・環境科学科 人間生活学科 無回答

回答総数 396 48 64 39 23 18 17 18 23 33 33 21 58 1
回答総数内の回答率 100 12.1 16.2 9.8 5.8 4.5 4.3 4.5 5.8 8.3 8.3 5.3 14.6 0.3

平成23年度入学者数 484 61 83 43 29 20 22 21 27 43 39 26 70 0
平成23年度入学者内の回答率 81.8 78.7 77.1 90.7 79.3 90.0 77.3 85.7 85.2 76.7 84.6 80.8 82.9 0.0
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・個人情報について： 

お茶の水女子大学では、個人情報の管理に関する規程および個人情報の公開に関する取扱

要項等の規定を定めて、本学が保有する個人情報の適正な管理に努めている（詳細は、

http://www.ocha.ac.jp/plaza/info_public/individual/index.html 参照のこと）。 

調査票は、大学で付けた ID 番号で管理をし、回答者の氏名や住所などは記載せずに回答・

返送を求めた。 
 
・参考とした調査・報告書 

 ・Benesse 教育研究開発センター（2009）「大学生の学習・生活実態調査報告書」 

・文部科学省（2010）「学校基本調査‐平成 22 年度（確定値）結果の概要」 

http://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/chousa01/kihon/kekka/k_detail/__ics

Files/afieldfile/2010/12/21/1300352_1.pdf 

 ・日本学生支援機構「平成 20 年度 学生生活調査」 

http://www.jasso.go.jp/statistics/gakusei_chosa/data08.html 

 ・お茶の水女子大学（2011）「平成 22 年度 お茶大生の学習環境と生活・意識に関する

調査」 

 ・全国大学生活協同組合連合会（2011）「CAMPUS LIFE DATA2010 第 46 回学生の消費生

活に関する実態調査」 

 ・全国大学生活協同組合連合会（2010）「2010 年度 保護者に聞く新入生調査報告書」 

・全国大学生調査コンソーシアム/東京大学 大学経営・政策研究センター（2008）「全  

   国大学生調査 第一次～第三次調査 基礎集計表」 

http://ump.p.u-tokyo.ac.jp/crump/resource/kiso2008_01.pdf 
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の 14.4％で

科学部は 8.9

（本学新入生

-2 である。

妹の構成 

②兄弟姉妹

私立学校在籍

父親」「母親」

数回答可とし

に比べて、生

は妹の比率が

であった。学

％と少ない結

生の 85.6％が

妹の構成、③

籍（予定含む

」「兄」「姉」

して尋ねた結

生活科学部で

が 35.1％と

学部別でみる

結果であった

が該当）に対

 

③出生

む）の

「弟」

結果が

 

では、

高い

と、

た。 

対し、



全

学部

 

 

③兄

図

内で

 

 

第

三子

ま

え合

 

 

④高

図

に正

た結

 

 

先

参照

にい

 

 

全体でみれば

部別にみても

兄姉弟妹がい

図表 2-3 は、

での出生順位

第二子以降の

子」12.7％、

また、全体で

合わせると、

高等教育機関

図表 2-4 は、

正規の学生と

結果である。

先に、第二子

照）、生活科学

いる比率も、

ば、「2人」が

も、その比率

いる中での出

同様に、「兄

位について尋

の割合は、生

「第四子以降

でみれば、「第

本学の新入

関在籍（予定

同様に、大学

して在学す

 

図表 2‐4

子以降の比率

学部では、高

他の学部に

62.2％と多

率に大差はみ

出生順位 

兄」「弟」「姉

尋ねた結果で

図表 2‐3

活科学部で他

降」2.9％）。

第一子」は 5

入生は、全体

定含む）の兄

学（大学院）

する、または、

4 高等教育機

率は、生活科学

高等教育機関

に比べて高い

 

8 

多くを占め、次

られない。

姉」「妹」いず

ある。 

兄弟姉妹内の

他の学部より

 

51.3％であり

の 65.7％が

弟姉妹の数

・短期大学

、来年度から

機関在籍（予定

学部で他の学

関に在籍する

ことが示され

次いで「3人

ずれかに回答

の出生順位 

り多くみられ

り、「一人っ

第一子であ

・高等専門学

ら進学予定の

定含む）の兄弟

学部より高い

る（予定含む

れている。

人」が 33.3％

答した者に対

れた（「第二子

子」が 14.4

ることがわか

学校・専修学

の兄弟姉妹の

弟姉妹の数 

いことを示し

む）兄弟姉妹

％となってい

対して、その

 

子」40.2％、

4％であるこ

かる。 

学校（専門課

の数について

 

したが（図表

妹が、回答者

る。

構成

「第

と考

課程）

尋ね

表 2-3

者以外



⑤私

図

学生

ある

 

 

先

1-1

部に

私立学校在籍

図表 2-5 は、

生として在学

る。 

先に、理学部

参照）、図表

に比べて明ら

籍（予定含む

同様に、私

学する、または

図表

部では、私立

表 2-5 からは

らかに少なく

む）の兄弟姉

私立の大学（

は、来年度か

2‐5 私立学

立高校出身者

は、私立学校

、兄弟姉妹

9 

妹の数 

大学院）・短

から進学予定

学校（予定含む

者の比率が全

校に通う兄弟

も私立学校に

短期大学・高

定の兄弟姉妹

む）の兄弟姉妹

全体に比べて

弟姉妹が「い

に通っている

高校・中学・

妹の数につい

妹の数 

て高いことを

ない」のは

る家庭が多い

小学校に正

いて尋ねた結

 

示したが（

28.1％と他

いことがわか

正規の

結果で

図表

他の学

かる。 



（3
 

本

格し

由か

 

①出

本

「国

一般

の他

 

 

全

推薦

入試

0.3％

学

よび

活科

と全

願の

 

 

②本

 本

が図
 

）本学への

本節では、本

した大学・学

から示してい

出願した入試

本学新入生が

国公立大学・

般入試」「私立

他」から、あ

全体でみると

薦入試出願者

試出願者 57.

％であった。

学部により、

び後期日程の

科学部では、

全体に比べて

の比率も 58.

本学以外に合

本学以外に合

図表 3-2 であ

の志望 

本学新入生の本

学部、③本学の

いく。 

試方法 

が出願した入

後期日程」

立大学・セン

あてはまるも

、国公立大学

者 27.8％、AO

1％、センタ

 

その傾向に

の出願の比率

国公立大学へ

て高い傾向が

0％と全体に

合格した大学

合格した大学

ある（合格大

本学への志望

の受験を決め

入試方法（他大

「国公立大学

ンター入試」

のを複数回答

図表 3‐

学については

O 入試出願者

ター入試出願

は多少の差異

率が全体に比

への出願の比

みられる。ま

に比べて高い

学・学部 

学について 3

大学の詳細は
 

10 

望について、

めた時期、④

大学も含めて

学・推薦入試

「私立大学

答可として尋

1 出願した入

は、前期日程

者 6.3％であ

願者 55.6％、

異がみられ、

べて低いのに

比率が、前期

また、生活科

い傾向がみら

大学まで尋ね

、付表 5を

、①出願した

④本学の志望

て）について

試」「国公立大

・推薦入試」

尋ねた結果が

入試方法 

出願者 74.7

ある。また、

推薦入試出

、文教育学部

に対し（前期

期（78.6％）、

科学部は、私

れた。 

ね、延べ人数

ご参照くださ

た入試方法、

望の度合、⑤

て、「国公立大

大学・AO 入試

」「私立大学

が図表 3-1 で

％、後期日程

私立大学に

出願者 1.0％、

部では、国公

期 70.7％、後

後期（68.8％

私立大学・セ

数の上位 10

さい）。 

②本学以外

⑤本学を選ん

大学・前期日

試」「私立大

学・AO 入試」

である。 

程出願者 62.

については、

、AO 入試出

公立大学・前

後期 58.0％）

％）、AO（9.8

センター入試

校を示した

外に合

んだ理

日程」

大学・

「そ

 

9％、

一般

願者

前期お

、生

8％）

試の出

もの
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              図表 3-2 本学以外に合格した大学             （人） 

 
 

全体でみると、早稲田大学と明治大学が 66 名と最も多く、続いて立教大学、日本女子

大学、上智大学の順になっている。 

学部別にみると、文教育学部では、早稲田大学が 36 名と最も多く、明治大学、立教大

学と続いている。理学部では、東京理科大学が 32 名と明らかに多く、続いて、明治大学、

立教大学の順となっている。生活科学では、文教育学部と同様に、早稲田大学が 25 名と

最も多いが、それに、日本女子大学、明治大学と立教大学と続く結果となった。 

 

 同様に、本学の学部以外に合格した学部について 3 学部まで尋ね、延べ人数の上位 5

学部を示したものが図表 3-3 である（合格学部の詳細は、付表 5をご参照ください）。 

 
             図表 3-3 本学以外に合格した学部            （人） 

 
 

全体でみると、文学部が 118 名と明らかに多く、続いて理学部、学芸学部、理工学部、

農学部の順となっている。 

学部別にみると、文教育学部では、文学部が 98 名と明らかに多く、学芸学部、法学部

が続いている。理学部では、理学部が 54 名と明らかに多く、続いて、理工学部、農学部

の順となっている。生活科学では、家政学部が 21 名と最も多いが、続く文学部も 20 名と

なり、それに、学芸学部、薬学部、理工学部と続く結果となった。 

 

 

③本学の受験を決めた時期 

 本学の受験を決めた時期について、「高校入学以前」「高校 1年」「高校 2年」「高校卒業

以降」に加え、「高校 3 年」に関しては、その時期を「4～8 月」「9・10 月」「11・12 月」

「1・2月」に分けて尋ねた結果が図表 3-4 である。 

全体でみると、「高校 3年 4～8月（26.0％）」が最も多く、次いで「高校 2年（23.2％）」

が多いことが示されている。 

 
  

早稲田大学 (66) 早稲田大学 (36) 東京理科大学 (32) 早稲田大学 (25) 

明治大学 (66) 明治大学 (30) 明治大学 (20) 日本女子大学 (21) 

立教大学 (58) 立教大学 (24) 立教大学 (18) 明治大学 (16) 

日本女子大学 (40) 上智大学 (21) 日本女子大学 (11) 立教大学 (16) 

上智大学 (38) 津田塾大学 (18) 津田塾大学 (9) 上智大学 (13) 

津田塾大学 (37) 青山学院大学 (17) 青山学院大学 (6) 津田塾大学 (10) 

東京理科大学 (37) 中央大学 (17) 東京農業大学 (6) 青山学院大学 (8) 

青山学院大学 (31) 東京女子大学 (8) 学習院大学 (5) 中央大学 (7) 

中央大学 (28) 日本女子大学 (8) 早稲田大学 (5) 慶應義塾大学 (6) 

慶應義塾大学 (16) 法政大学 (8) 慶應義塾大学 (4) 東京農業大学 (6) 

上智大学 (4) 

中央大学 (4) 

東京女子大学 (4) 

全体 (550 ) 文教育学部 (237 ) 理学部 (149 ) 生活科学部 (164 )

文学部 (118) 文学部 (98) 理学部 (54) 家政学部 (21) 

理学部 (56) 学芸学部 (18) 理工学部 (26) 文学部 (20) 

学芸学部 (37) 法学部 (16) 農学部 (16) 学芸学部 (10) 

理工学部 (35) 経済学部 (11) 学芸学部 (9) 薬学部 (9) 

農学部 (26) 現代教養学部 (8) 工学部 (6) 理工学部 (9) 

生命科学部 (6) 

全体 （656） 文教育学部 （289） 理学部 （159） 生活科学部 （189）



 

Be

によ

校 2

には

決定

た

は、

も 1

る。

段階

 

 

④本

図

 

 

全

に大

学し

茶の

志望

 

 

enesse 教育

よれば（Bene

2 年生の頃」

はすでに本学

定した時期が

ただし、学部

「高校 3 年

17.4％と多く

他方、生活

階から、本学

本学の志望の

図表 3-5 は、

全体の 86.1％

大差はみられ

「お茶大生の

している学部

の水女子大学

望とする者の

育研究開発セ

sse 教育研究

が最も多く

学の受験を決

が早いことが

部により、本学

4～8 月（26

く、センター

活科学部では

学の受験を決

の度合い 

受験時に本

％が、受験時

れない。 

の学習環境と

部生は、文教

学 2011,P56）

の比率が高い

図表 3‐4

ンターが 20

究開発センタ

、次いで「高

決めていた者

わかる。 

学の受験を決

6.6％）」「高

ー試験の結果

は「高校 1 年

決めていた者

本学が第一志

図表 3‐5

時には本学を

生活・意識に

教育学部 67.8

、いずれの学

い結果となっ
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本学の受験を

008 年に実施

ター2009,P42

高校 3 年生の

が多く、全国

決めた時期に

校 2 年（22.

果をみてから

（13.4％）」

も多くみられ

望であったか

本学の第一志

を第一志望と

に関する調査

8％、理学部

学部でも、平

ている。 

を決めた時期

施した「大学

2）、大学進学

の頃」である

国水準よりも

には多少の差

.9％）」に加

ら、本学の受

「高校 2 年

れた。 

か否かについ

志望の度合 

としており、

査」によれば

52.8％、生

平成 23 年度

学生の学習・

学を意識し始

る。本学新入

も大学進学や

差異傾向がみ

加えて、「高校

受験を決めた

（25.9％）」

いて尋ねた結

学部別にみ

ば、本学を第

生活科学部 76

度入学者の方

生活実態調

始めた時期は

入生は、その

や受験校を選

みられ、理学

校 3 年 1・2

た者も目立っ

といった早

結果である。

 

みても、その

第一志望とし

6.6％であり

方が、本学を

 

調査」

は「高

時期

選択・

学部で

月」

てい

早期の

 

比率

て入

（お

第一



⑤本

図

や入

 

  

全

環境

し、

（88

野が

多く

な

（多

傾向

「志

とし

本学を選んだ

図表 3-6 は、

入試の難易度

全体でみると

境が良いから

生活科学部

8.4％）、「国

があったから

く（52.3％）、

なお、「お茶大

多項選択・3

向はいずれの

志望する分野

した「お茶大生

だ理由（自分

「お茶大生の

度以外に、本

図

、「志望する

ら（44.9％）」

部では、「志望

国立大学法人

ら」が他の学

、「大学の雰

大生の学習環

つ以内）と

の学部でもみ

野があったか

生の学習環境

分の学力や入

の学習環境と

本学を選んだ

図表 3‐6 本

る分野があっ

「国立大学

望する分野が

だから」は少

部に比べて低

雰囲気・環境

環境と生活・

しては、「国

みられる（お茶

から」が他の学

境と生活・意
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試の難易度

と生活・意識

理由について

学を選んだ理

ったから」が

法人だから

があったから

少ない（33.

低いのに対し

が良いから

・意識に関す

国立大学法人

茶の水女子大

学部に比べて

識に関する調

以外）  

識に関する調

て 3つ以内の

由（3つ以内）

が最も多く（

（42.4％）」

ら」が他の学

0％）。逆に

し（61.5％）

（43.1％）」

する調査」に

人だから」が

大学 2011,P5

て低いことを

調査」でも同

調査」を参考

の回答を求め

） 

（75.5％）、「

が続く結果

学部に比べて

、理学部では

、「国立大学

よりも多い

によれば、本

7 割近くと

58-59）。先に

を指摘したが

同様の傾向が

考に、自分の

めた結果であ

「大学の雰囲

果となった。

ても明らかに

は、「志望す

学法人だから

い結果となっ

本学を選んだ

最も多く、

に、理学部で

が、在学生を

が示されてい

学力

ある。 

 

囲気・

ただ

多く

する分

ら」は

た。 

だ理由

この

では、

対象

る。 



 さ

重視

 

 

図

よそ

さ

が続

さらに、図表

視したものに

図表 3-6 同様

そ半数を占め

さらに、「大学

続く結果とな

表 3-7 は、自分

について尋ね

図表 3‐

様、全体でみ

めている。中で

学の雰囲気

なっている。

分の学力や入

ねた結果であ

7 本学を選ん

ると、「志望

でも、生活科

・環境が良い
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入試の難易度

る。 

んだ理由（も

望する分野が

学部では、62

いから（15.5

度以外で本学

っとも重視した

があったから

2.5％と明ら

5％）」「国立

学を選んだ理

たもの） 

」が最も多

らかに多い結

立大学法人だ

理由として、

く（47.7％）

結果が示され

だから（12.9

最も

 

、お

れた。 

9％）」



（4
 

本

校の

とし

取り

 

①出

図

れぞ

 

 

全

次い

た

比率

およ

同

7.2％

の比

 

 

②こ

図

複数
 

4）これまで

本節では、本

の設置者、②

して利用した

り組んでいた

出身小学校・

図表 4-1 は出

ぞれ「国立」

全体でみると

いで私立、国

ただし、平成

率は、国立 0.

よび私立小学

同様に中学校

％であり、本

比率が明らか

これまでの受

図表 4-3 は、

数回答可とし

での進路選

本学新入生の

②これまでの受

たもの、⑤高校

た活動から示

中学校の設

出身小学校の

「公立」「私

、公立小学

国立と続いて

成 22 年度学校

.6％、公立

学校出身者の

校の生徒数（

本学新入生は

かに高く、公

受験経験 

小学校・中

して尋ねた結

選択や学生生

これまでの進

受験経験、③

校卒業から現

示していく。

設置者 

設置者につ

私立」「海外」

図 4-1

図表 4-2

学校出身者が

いる。学部別

校基本調査に

98.3％、私立

比率が明ら

全学年）の設

は、小学校同

公立中学校出

中学校・高校

結果である。
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生活 

進路選択や学

③大学進学に

現在までの間

いて、図表 4

別に尋ねた

出身小学校の

 
2 出身中学校

87.1％、公

別にみても

によれば、小

立 1.1％であ

かに高く、公

設置者別の比

同様、全国水

身者の比率は

校のそれぞれ

学生生活につ

にむけての取

間に経験した

4-2 は出身中

た結果である

の設置者 

校の設置者 

公立中学校出

この傾向に大

小学校の児童

あり、本学新

公立小学校の

比率は、国立

水準よりも国

は低いことが

に入学するた

ついて、①出

取り組み、④

たこと、⑥高

中学校の設置

る。 

身者が 59.6

大差はみられ

童数（全学年

新入生は全国

の比率が低い

立 0.9％、公

国立および私

がわかる。 

ための受験の

出身小学校・

④大学受験の

高校時代に熱

置者について

 

 

6％と最も多

れない。 

年）の設置者

国水準よりも

いことがわか

立 91.9％、

私立中学校出

の経験につい

中学

対策

熱心に

て、そ

多く、

者別の

国立

かる。 

私立

身者

いて、



  

全

時で

中学

とは

 

 

③大

 

で尋

いる

 
図表

 

図表

 

 

 

 

 

全体の 10.1％

での受験経験

「大学生の学

学受験経験率

は隔たりがあ

大学進学にむ

「大学進学に

尋ねた結果、

る項目は以下

4-4 進学のため

4-6 どんな大学

％が小学校受

験者が多いこ

学習・生活実態

率は 18.8％、

あることがわ

むけての取り

にむけての取

全体での該

下の 7 項目で

の勉強は、自分

学を選ぶかを、

図表 4-3

受験を経験し

とがわかる

態調査」によ

高校受験経

わかる。 

組み 

取り組み」に

該当率（「あて

であった。 

分から進んでして

自分で考えてい
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これまでの受

し、39.9％が

。学部別にみ

よれば（Benes

経験率は 86.3

関する 15 項

てはまる」＋

ていた 図表 4-5

いた    図表 4-

受験の経験 

が中学受験を

みても、その

sse 教育研究

3％であり、

項目を設定し

＋「まああて

5 どんな種類の

-7 進学や進学先

を経験してい

の比率に大差

究開発センタ

本学新入生

し、それぞれ

てはまる」）が

の大学や学科があ

先のことについて

いるなど、低

差はみられな

ター2009,P40

生の受験経験

れについて 5

が 90％を超

あるのか気にして

て考えていた  

 

低年齢

ない。 

0-41）、

験状況

件法

超えて

ていた 

  

       

  



図表

 

図表

 

以

い学

顕著

 

こ

い項

 
図表 4

 

以

低い

れて

 

 

④大

図

結果

全

の定

座

通塾

て明

と他

 

4-8 進学のこと

4-10 進学先は

以上からは、

学生が非常に

著に示されて

これに対し、

項目は以下の

4-11 将来どんな

以上からは、本

いことがわか

ている。 

大学受験の対

図表 4-13 は、

果である。 

全体でみると

定期的な通塾

（27.5％）が

塾（49.4％）」

明らかに低い

他の学部に比

について人に尋

は、自分で責任を

本学の新入生

に多いことが

ている。 

全体での該

の 2項目であ

な大学に進学する

本学の新入生

かる。特に、理

対策として利

、大学受験の

、「高校での

塾（57.6％）」

が続く結果と

や「塾・予

い傾向がみら

比べて明らか

尋ねたり本で調べ

をもって決めた

生は進学に対

わかる。特に

該当率（「あて

った。 

のか見通しを立

生は進学に対

理学部では、

利用したもの

の対策として

の受験対策授

「塾・予備校

なった。た

予備校への長

れる。また

かに高い傾向
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べたりした  図表

 

対する関心が

に、文教育学

てはまる」＋

てていた  図表

対する見通し

、他の学部に

 

て利用したも

授業（補習）」

校への長期休

だし、文教育

長期休暇期間

、文教育学部

もみられた。

表 4-9 進学先は

が高く、その

学部や生活科

＋「まああて

4-12 志望校に進

しや道筋の理

に比べて、こ

ものについて

」が最も多く

休暇期間の通

育学部では、

間の通塾（22.

部は、「利用

。 

は、自分の意思で

の選択につい

科学部では、

てはまる」）が

進学するための道

理解が他の取

こうした傾向

て、複数回答

く（62.4％）、

通塾（30.8％

、「塾・予備

.4％）」が、

用したものは

で決めた 

いての自律性

こうした傾

が 80％に及

道筋がわかってい

取り組みに比

向がより強く

答可として尋

、「塾・予備

％）」「通信添

備校への定期

他の学部に

はない」が 6

 

性も高

傾向が

及ばな

た 

  

比べて

示さ

尋ねた

備校へ

添削講

期的な

比べ

6.3％



  

 

⑤高

 高

学生

  

り、

学部

に及

な

2009

0.4％

入学

験率

 

 

⑥高

図

た結

全体

文教育

理

生活科

高校卒業から

高校卒業から

生の学習・生活

「浪人した」

学部別にみ

部により差が

及んでおり、

なお、「大学

9,P26-27）、

％であり、本

学した経験率

率よりも明ら

高校時代に熱

図表 4-15 は、

結果である。

他の高等
入学した

育

科学

図

ら現在までの

ら現在（調査時

活実態調査」

図表 4-

以外の項目

ても、大差は

がみられ、文教

その経験率

学生の学習・

女子学生の

本学新入生の

率は 3.2％、海

らかに高い。

熱心に取り組

、高校時代に

 

等教育機関に
た

フルタ

0.5

0.6

0.9

0.0

表 4-13 大学

の間に経験し

時期の大学入

」を参考に、

-14 高校卒業

は、いずれ

はみられなか

教育学部 8.6

率の高さが目

生活実態調

の浪人をした

の状況と近い

海外留学をし

 

組んでいた活

に熱心に取り

タイムで働いた 浪人

0.3

0.6

0.0

0.0
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学受験対策とし

たこと 

入学前年度 3

複数回答可
 

業から現在まで

も全体の 1％

かった。浪人

6％、理学部

立つ結果とな

調査」によれ

た経験率は

いことがわか

した経験率は

動 

り組んでいた

人した

11.9

8.6

9.2

19.6

して利用したも

3 月）までに

として尋ねた

での間に経験し

％に満たない

人経験者は、

9.2％に対し

なった。 

れば（Benes

11.4％、フル

かる。これに

は 3.5％に及

た活動につい

海外留学をした

0

1

0

0

もの 

に経験したこ

た結果が図表

したこと 

い、ごくわず

全体では 11

して、生活科学

sse 教育研究

ルタイムで働

に対し、他の

及んでおり、

いて、複数回

この中にはない

0.8

.1

0.9

0.0

 

とについて、

表 4-14 であ

ずかな経験率

1.9％である

学部では 19

究開発セン

働いた経験

の高等教育機

本学新入生

回答可として

無回答

74.2

74.1

82.6

67.0

、「大

る。 

 

率であ

が、

9.6％

ター

率は

機関に

生の経

尋ね

12.6

14.9

7.3

13.4



 

  

全

が 7

向が

た

ては

 

 

全体でみると

7割をこえて

がみられた。

ただし、生活

は、他の学部

図表

、「高校の授

ている。これ

 

活科学部では

部よりも明ら

4-15 高校時

授業（78.5％

らの項目では

は、「授業以外

かに低い傾
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時代に熱心に取

％）」「部活動

は、中でも、

外での勉強

向もみられ

取り組んでいた

動（72.5％）」

生活科学部

（35.7％）」や

る。 

た活動 

」「友達との

部が他の学部

や「趣味（3

 

の交流（70.2

部に比べて高

32.1％）」に

2％）」

高い傾

おい



（5
 

本

都道

予定

⑦授

大学

 

①大

図

隣接

 

 

全

「千

は、

先

表 1

在地

こ

れた

 

 

②大

図

トや

外の

全

貸ア

とい

た

トや

寮に

 

 

 
 

）大学入学

本節では、本

道府県、②大

定額、⑤大学に

授業料の負担

学生活での不

大学入学後に

図表 5-1 は、大

接している「

全体でみると

千葉県（6.3％

「東京都」に

先に、本学新

-5 参照）、図

地である「東

こうした点を

た支援が必要

大学入学後の

図表 5-2 は、

やマンション

の寮」「その他

全体でみると

アパートやマ

いった学生寮

ただし、「実家

やマンション

に関しては、

学後の生活

学新入生の大

大学入学後の

に入学後、特

担予定、⑧奨

不安・心配事

に居住予定の

大学入学後に

「埼玉県」「千

図

、「東京都」

％）」と続いて

についで「神

新入生のうち

図表 5-1 の結

東京都」に居

をふまえ、本

要であろう。

の住居の予定

大学入学後

ン」に加え、

他」の中から

、「実家（4

マンション（3

寮が続いてい

家」は理学部

ン」は生活科

学部による

活の予定 

大学入学後の

住居の予定

特にこの 1年

学金・学費免

事、⑪本学の

の都道府県 

に居住予定の

千葉県」「神奈

図表 5-1 大学

が 67.2％と

ている。学部

神奈川県」が

、「東京都」

結果と考え合

居住する予定

学では、学内

 

定 

に予定してい

本学の学生

ら、複数回答

48.7％）」が

33.6％）」、「

いる。 

部が他の学部

学部が他の学

大きな差異傾
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の生活の予定

、③1 か月の

で頑張ろう

免除制度の認

学生支援活動

の都道府県を

奈川県」、「そ

学入学後に居住

と目立ち、「埼

部により大き

が多い結果と

の高校出身

合わせると、

の者が多い

内での支援の

いる住居につ

寮である「

答可として尋

およそ半数

国際学生宿舎

部に比べて高

学部に比べて

傾向はみられ

定について、

の家賃の予算

と思う活動、

認知、⑨本学

動への期待か

を尋ね、本学

その他の県」

住予定の都道府

埼玉県（11.

きな差異傾向

となった。

身者は 25.8％

本学新入生

ことがうかが

のみならず、

ついて、「実家

国際学生宿舎

尋ねた結果で

を占めてお

舎（19.7％）」

高く（56.0％

て高い（41.

れなかった。

①大学入学

算、④1 か月

、⑥アルバイ

学の学生寮に

から多面的に

学の所在地で

」別に示した

府県 

6％）」「神奈

向はみられな

％であること

生は、親元を

がえる。 

学外での生

家」「実家以

舎」「お茶大

である。 

り、次いで、

」や「お茶大

％）、「実家以

1％）傾向も

。 

学後の居住予

あたりの仕

ト活動の予

に対する認知

に示していく

ある「東京都

た結果である

 

奈川県（10.9

ないが、理学

とを示したが

を離れ、本学

生活等も視野

以外の賃貸ア

大 SCC」、「大

「実家以外

大 SCC（15.7％

以外の賃貸ア

もみられる。

予定の

仕送り

予定、

知、⑩

く。 

都」、

る。 

9％）」

学部で

が（図

学の所

野に入

パー

大学以

外の賃

％）」

パー

学生



 

③1

図

貸ア
 

  

全

が続

た

んで

な

実態

（東

5-3

な隔

 

 

 

か月の家賃

図表 5-3 は、

アパートやマ

全体でみると

続き、8割以

ただし、「5万

でいる。 

なお、全国大

態調査」によ

東京都・神奈

で示した「賃

隔たりはない

図

（管理費込み

1 か月の家賃

マンション」

図表

、「5～7万円

上が 5～9万

万円未満」と

大学生活協同

よれば（全国

奈川県・埼玉

賃貸アパー

いことがわか

図表 5-2 大学

み）の予算

賃（管理費込

に居住予定

表 5-3 1 か月

円（53.4％）」

万円を 1か月

の回答も全

同組合連合会

国大学生活協

玉県・千葉県

トやマンショ

かる。 
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学入学後に予定

 

込み）の予算

の者に尋ねた

月の家賃（管理

」がもっとも

の家賃とし

全体の 4.5％で

が 2010 年度

同組合連合会

）の 1 か月の

ョン」に居住

定している住居

算（千円未満

た結果である

理費込み）の予

も多く、次い

して予定して

でみられ、文

度に実施した

会 2011,P13

の住居費平均

住予定の本学

居 

は四捨五入）

る。 

予算 

いで、「8～9万

いることがわ

文教育学部で

た「学生の消

）、下宿生の

均は 62,500

学新入生の家

 

）について、

 

万円（29.3％

わかる。 

では 8.5％に

消費生活に関

のうち、1 都

円であり、

家賃の予算と

「賃

％）」

も及

関する

3 県

図表

大き



④1

図

以外

 

 

全

「15

満

ま

2011

いる

25.4

図表

こ

来に

 

 

⑤大

図

とし

入生

理学

他

の回

の高

につ

てい

 

 

 

 

 

 
 

か月あたり

図表 5-4 は、

外に居住予定

全体でみると

5万円以上

（9.5％）」と

また、「学生の

1,P8）、下宿

る一方で、仕

4％と初めて

表 5-4 からは

こうした点を

にもまして、

大学に入学後

図表 5-5 は、

して尋ねた結

「大学の授業

生が「大学の

学部 98.2％、

他にも、全体

回答率が高い

高さが目立っ

ついての回答

いる。 

の仕送り予定

1 か月あた

定の者に尋ね

、「5～7万円

（11.4％）」が

いった回答

の消費生活

宿生のうち、仕

仕送り「0」の

て 25％を超え

はわかる。 

をふまえると

今後ますま

後、特にこの

大学に入学後

結果である。

業」は全体の

授業」を頑張

生活科学部

でみると、「

いが、これら

っている。そ

答率は低く、

定額 

たりの仕送り

ねた結果であ

図表 5-4 1

円（27.5％）」

が続いている

答も少なから

に関する実態

仕送り「10

の割合は 10.

えている。本

、本学でも、

す必要では

の 1 年で頑張

後、特にこの

 

の 99.2％の学

張ろうと思っ

部 100.0％）。

友達との交流

の活動におい

の一方で、

これらの活動

 

22 

予定額（万

る。 

か月あたりの

」がもっとも

る。その一方

ずみられた。

態調査」に

万円以上」は

5％と引き続

本学入学生の

、奨学金制度

ないかと思わ

ろうと思う活

の 1年で頑張

学生が回答し

っていること

 

流（81.6％）

いては、他の

生活科学部で

動においては

円未満は四捨

仕送り予定額

も多く、次い

方で「仕送り

。 

よれば（全

は 31.7％と、

続き 1 割を超

の状況も、ほ

度などの生活

われる。 

活動 

張ろうと思う

しており、学

とが示されて

」や「クラブ

の学部に比べ

では、「授業

は、文教育学

捨五入）につ

 

で、「10～12

はない（9.

国大学生活

、この 10 年

超えており、

ほぼ同様の状

活・経済的支

う活動につい

学部別にみて

ている（文教

ブ・サークル活

べて、生活科

業以外での勉

学部の回答率

ついて、「実

 

2 万円（19.4

5％）」「5万

協同組合連

年でほぼ半減

5 万円未満

状況であるこ

支援の充実は

いて、複数回

ても、大多数

育学部 99.4

活動（76.3％

科学部での回

勉強」や「趣

率の高さが示

実家」

4％）」

万円未

合会

減して

満層も

とが

は、従

回答可

数の新

4％、

％）」

回答率

味」

示され



 

 

⑥ア

図

ト活

 

 

 全

休暇

は、

 

さ

て、

 
 

アルバイト活

図表 5-6 は、

活動をする予

全体でみると

暇期間にも」

他の学部に

さらに、希望

複数回答可

図表 5-5 

活動の予定 

大学入学後の

予定のある者

図表

、「未定」は

との回答が

に比べて低い

するアルバイ

可として尋ね

大学に入学後

のアルバイ

者に対して尋

5-6 アルバイ

は全体の 2 割

が過半数を占

い傾向がみら

イト活動につ

ねた結果が図表
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後、特にこの１

ト活動をする

ねた結果であ

イト活動をする

割弱に過ぎず

めている（5

れた（44.7％

ついて、アル

表 5-7 であ

年で頑張ろう

る予定の時期

ある。 

る予定の時期や

ず（19.3％）、

51.9％）。た

％）。 

ルバイト活動

る。 

と思う活動 

期や頻度につ

や頻度 

、「学期中に

ただし、生活

動をする予定

 

ついて、アル

 

に定期的に、

活科学部での

定のある者に

ルバイ

長期

回答

対し



  

全

ービ

た
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全体でみると、「授業や単位（69.2％）」「就職や将来（60.9％）」「人間関係（57.3％）」

の順で多く、いずれの項目に関しても、他の学部に比べて理学部で高い傾向がみられた

（「授業や単位（75.2％）」「就職や将来（67.0％）」「人間関係（62.4％）」）。 

なお、「特にない」は全体の 5.1％に過ぎず、学部により大きな差異傾向もみられない。 

 

 さらに、大学入学後の不安や心配事に関する 8項目を設定し、それぞれについて 4件法

で尋ね、その該当率（「あてはまる」＋「まああてはまる」）を示した結果が、図表 5-12

から図表 5-19 である。 

全体でみると、「卒業後ちゃんと就職できるか（81.4％）」がもっとも多く、いずれの学

部でもおよそ 8割の該当率に達している。次いで、「授業についていけるか（80.3％）」「充

実したキャンパスライフを送れるか（75.7％）」「友達ができるか（74.8％）」が続いて

いる。これらの項目では、いずれも、理学部が他の学部に比べて高い傾向がみられる。 

   
図表 5-12 充実したキャンパスライフを送れるか             図表 5-13  友達ができるか 

 
 

図表 5-14 大学になじめるか                     図表 5-15  金銭面で負担がかからないか         

 
 

図表 5-16 授業についていけるか                     図表 5-17  進級や卒業ができるか 

  
 

図表 5-18 将来の目標がみつかるか                 図表 5-19 卒業後ちゃんと就職できるか 
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⑪本学の学生支援活動への期待 

図表 5-20 は、「お茶大生の学習環境と生活・意識に関する調査」の調査項目を参考に、

本学の学生支援活動に期待するものについて、複数回答可として尋ねたものである。 
 

図表 5-20 本学の学生支援活動への期待 

 
 

全体でみると、「就職支援（82.8％）」がもっとも多く、いずれの学部でもおよそ 8割以

上に及んでいる。ついで、「進路相談（69.7％）」「学習支援(62.4％)」が続いている。 

 在学生を対象とした「お茶大生の学習環境と生活・意識に関する調査」では、本学の学

生支援活動で足りないところとして、「就職支援」や「進路相談」の高さが示されている

（お茶の水女子大学 2011,P36-37）。新入生の期待からみても、在学生の不満からみても、

本学の学生支援活動として、これらの支援には特に力を入れていくことが求められている

といえるだろう。 
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（6）将来の進路 
 

本節では、本学新入生の将来の進路について、①大学卒業後の進路希望、②大学卒業後

のキャリアについての考え、③将来の職業選択や就職にむけての取り組み、④就職や将来

に関する親の関与から示していく。 

 

①大学卒業後の進路希望 

図表 6-1 は、大学卒業後の進路希望について、「お茶大生の学習環境と生活・意識に関

する調査」を参考に、複数回答可として尋ねたものである。 

 
図表 6-1 大学卒業後の進路希望 

 
 

全体でみると、「大学院などに進学する（海外含む）（51.8％）」がもっとも多いが、学

部による差異が大きく、理学部では 74.3％に及ぶ一方で、生活科学部や文教育学部では 4

～5割程度となっている（文教育学部 40.8％、生活科学部 47.3％）。 

「お茶大生の学習環境と生活・意識に関する調査」によれば、本学に在学する学部生が

大学入学時に「進学」を希望していたのは、理学部でも 51.2％、生活科学部で 24.9％、

文教育学部で 20.8％であり（お茶の水女子大学 2011,P50）、今年度の入学者の進路希望と

は大きな隔たりがみられる。 

図表 6-1 からは、次いで、「民間企業に就職する（50.3％）」や「公務員になる（35.1％）」

が続くことが示されている。これらは「大学院などに進学する（海外含む）」とは対照的

に、理学部は他の学部に比べて低い傾向がみられる（39.4％）。 

なお、これらに続く「教師などの専門職につく（31.1％）」は、学部による大きな差異

傾向はみられなかった。 

また、「決めていない」は、全体の 11.9％であり、理学部では 6.4％に過ぎないことか

ら、大学入学時点で、卒業後の進路について、ある程度の希望を持っている者が大多数で

あることがうかがえる。 

 

  



30 

②大学卒業後のキャリアについての考え 

全国大学生調査コンソーシアム/東京大学大学経営・政策研究センターが 2007 年に実施

した「全国大学生調査」を参考に、「大学卒業後のキャリアについての考え」に関する 9

項目について 3件法で尋ね、その該当率（「そう思う」＋「ある程度そう思う」）を示した

結果が、図表 6-2 から図表 6-10 である。 

 

まず図表 6-2 から図表 6-5 は、「卒業後の就職」について尋ねた 4 項目についての結果

である。 
 

 図表 6-2  すぐに就職して正社員・正規の職員になる  図表 6-3  すぐに就職するが正社員・正規の職員に拘らない 

  
 

図表 6-4  資格試験・公務員試験などに合格するまで就職しない  図表 6-5  卒業後すぐには就職しなくてもよい 

  
 

「すぐに就職して正社員・正規の職員になる」「卒業後すぐには就職しなくてもよい」

の該当率は、学部による差異傾向がみられた。具体的には、他の学部に比べて、理学部で

は「すぐに就職して正社員・正規の職員になる」が低く（67.0％）、「卒業後すぐには就

職しなくてもよい」が高い傾向がみられる（41.3％）。 

 なお、「全国大学生調査」における各項目の該当率は、「すぐに就職して正社員・正規の

職員になる」84.7％、「すぐに就職するが正社員・正規の職員に拘らない」37.7％、「資

格試験・公務員試験などに合格するまで就職しない」31.8％、「卒業後すぐには就職しな

くてもよい」30.8％であり、「すぐに就職するが正社員・正規の職員に拘らない」の本学

新入生の該当率の低さがうかがえる。 

 

 続いて、図表 6-6 から図表 6-8 は、「就職後の勤務・退職」について尋ねた 3 項目につ

いての結果である。 

いずれの項目も学部による該当率の差異傾向は大きくはみられず、全体でみれば、「最

初の就職先にできるだけ長く勤める」はおよそ 9割に及んでいる（87.3％）。 

これに対して、「何年かして転職や独立をする（39.1％）」や「結婚・出産したら仕事を

やめる（30.8％）」の該当率はさほど高くはなく、「そう思う」との回答は極めて少数であ

ることも示されている。 

なお、「全国大学生調査」における各項目の該当率は、「最初の就職先にできるだけ長く

勤める」83.3％、「何年かして転職や独立をする」55.1％、「結婚・出産したら仕事をや

める（女性のみ）」38.1％であり、「何年かして転職や独立をする」の本学新入生の該当

率の低さがうかがえる。 
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図表 6-6 最初の就職先にできるだけ長く勤める            図表 6-7 何年かして転職や独立をする 

  
 

図表 6-8 結婚・出産したら仕事をやめる                         

  

 

 さいごに、図表 6-9 および図表 6-10 は、「卒業後・就職後の大学院進学」について尋ね

た 2項目についての結果である。 

 
図表 6-9 すぐに大学院などに進学する            図表 6-10  就職してから大学院への進学を考える         

  
 

「すぐに大学院などに進学する」は、全体でみればおよそ 7割（69.5％）であるが、学

部により差異傾向があり、理学部は他の学部に比べて高いことが明らかである（87.2％）。 

これに対し、「就職してから大学院への進学を考える」は、学部により大きな差異傾向は

みられなかった。 

なお、「全国大学生調査」における各項目の該当率は、「すぐに大学院などに進学する」

45.7％、「就職してから大学院への進学を考える」26.3％であり、「すぐに大学院などに

進学する」の本学新入生の該当率の高さが、いずれの学部においてもうかがえる。 

 

 

③将来の職業選択や就職にむけての取り組み 

「将来の職業選択や就職にむけての取り組み」に関する 15 項目について 5 件法で尋ね

た結果、全体で 70％を超える該当率（「あてはまる」＋「まああてはまる」）の項目は、

以下の 5項目であった（図表 6-11 から図表 6-15 参照）。 

 その結果、本学の新入生は、就職や職業に対する関心が高く、その選択についての自律

性も高い者が非常に多いことがうかがえる。 
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図表 6-11 どんな種類の職業や産業があるのか気にしている  図表 6-12 どんな職業を選ぶかを自分で考えている 

  
 

図表 6-13 将来の職業や就職先のことについて考えている  図表 6-14 将来の職業については自分の意思で決めている 

  
 

図表 6-15 何のために就職するのかを考えている   

  
 

逆に、全体で 50％以下の該当率の項目は、以下の 5項目であった（図表 6-16 から図表

6-20 参照）。 

 
図表 6-16 将来の職業の準備は自分から進んでしている  図表 6-17 将来職業につくための計画をたて準備をしている 

 
 

図表 6-18 職業につくための目標を立て努力している   図表 6-19 希望する職業につくための道筋がわかっている 
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本学の新入生は、全体の 60.1％が、就職や将来のことに関する母親の関与が「非常に」

あるいは「まあまあ」あると回答しており、学部別にみても、その傾向に大差はみられず、

いずれの学部でもおよそ 6割に及んでいる。 
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第 2 章 「新入生の保護者調査」の結果報告           
 

（1）家庭の暮らし向き 
 

本節では、本学新入生の家庭の暮らし向きについて、①大学入学後の家庭の暮らし向き、

②家計支持者の職業、③家計支持者の年収、④世帯年収から示していく。 

 

①大学入学後の家庭の暮らし向き 

図表 1-1 は、本学新入生が大学に入学した後の家庭の暮らし向きについて、「ゆとりが

ある」「多少ゆとりがある」「あまりゆとりがない」「ゆとりがない」の 4 件法で尋ねた結

果である。 
 

図表 1-1 入学した後の家庭の暮らし向き 

 
 

全体でみると、「あまりゆとりがない」が 43.7％と最も多く、学部により大きな差異も

みられない。ただし、「ゆとりがない」は全体でみれば 24.9％であるが、文教育学部では

28.5％と他の学部に比べて高い傾向もみられた。 

 

 

②家計支持者の職業 

まず図表 1-2 は、本学新入生の家計支持者について、「父親」「母親」「その他」別に示

した結果である。 

 
図表 1-2 家計支持者 

 
 

本学新入生の家計支持者は、全体の 90.8％が「父親」であり、学部別にみても、その

傾向に大差はみられず、およそ 9割に及ぶ結果となっている。 
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続いて図表 1-3 は、家計支持者の職業について、「勤労者」「個人営業」「法人経営者・

自由業者」「農林水産業者」「その他」「働いていない」別に示した結果である。 

 
図表 1-3 家計支持者の職業 

 
 

本学新入生の家計支持者の職業は、全体の 84.8％が「勤労者」であるが、学部による

差異もみられ、生活科学部での高さや（90.7％）、理学部での低さ（80.0％）といった傾

向も示されている。生活科学部では、「法人経営者、自由業者」が他の学部に比べて低い

傾向もみられる（1.9％）。 

 

 

③家計支持者の年収 

図表 1-4 は、本学新入生の家計支持者の年収について、「400 万円未満」「400 万円以上

600 万円未満」「600 万円以上 800 万円未満」「800 万円以上 1000 万円未満」「1000 万円以

上 1200 万円未満」「1200 万円以上 1400 万円未満」「1400 万円以上 1600 万円未満」「1600

万円以上 1800 万円未満」「1800 万円以上」の中から尋ねた結果である。 

 
図表 1-4 家計支持者の年収 

 
 

全体でみると、「600 万円以上 800 万円未満（21.7％）」「800 万円以上 1000 万円未満

（21.7％）」が最も多く、続いて、「400 万円以上 600 万円未満（13.9％）」「1000 万円以上

1200 万円未満（13.9％）」の順に多くみられた。 

ただし、学部により差異傾向がみられ、文教育学部では、「600 万円以上 800 万円未満

（20.0％）」「400 万円以上 600 万円未満（19.4％）」「800 万円以上 1000 万円未満（18.8％）」

の順に多く、ボリュームゾーンとなる年収層が全体よりも低くなっている。これに対し、

理学部では、「800 万円以上 1000 万円未満（22.9％）」「600 万円以上 800 万円未満（18.1％）」

「400 万円未満（17.1％）」「1000 万円以上 1200 万円未満（17.1％）」の順に多く、ボリュ

ームゾーンとなる年収層の分化傾向もみられた。 
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④世帯年収 

さらに、本学新入生の家庭の世帯年収について、家計支持者同様に尋ねた結果が図表

1-5 である。 

 
図表 1-5 世帯年収 

 
 

全体でみると、「800 万円以上 1000 万円未満（21.5％）」が最も多く、次いで、「1000

万円以上 1200 万円未満（18.1％）」「600 万円以上 800 万円未満（13.4％）」の順に多くみ

られた。 

ただし、学部により差異傾向がみられ、文教育学部では、「800 万円以上 1000 万円未満

（22.4％）」「600 万円以上 800 万円未満（15.2％）」「400 万円以上 600 万円未満（13.3％）」

の順に多く、ボリュームゾーンとなる年収層が全体よりも低くなっている。これに対し、

理学部では、「1000万円以上1200万円未満（22.9％）」「800万円以上1000万円未満（19.0％）」

「400 万円未満（15.2％）」の順に多く、ボリュームゾーンとなる年収層の分化傾向がみ

られる。 

 

なお、日本学生支援機構による「平成 20 年度学生生活調査」によれば、家庭の年間収

入別学生数の割合（大学昼間部）は、図表 1-6 のとおりである。 
 

図表 1-6 家庭の年間収入別学生数の割合（大学昼間部） 

 
出所）日本学生支援機構「平成 20 年度学生生活調査」 

 

家庭の年間平均収入額は、全体でみれば 822 万円、本学の学生が該当する国立大学・女

子に限れば 793 万円であり、本学新入生の家庭の世帯年収は、国立大学・女子の年間平均
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収入額よりも、さらにいえば、私立大学を含めた全体の年間平均収入額よりも高いことが

うかがえる（図表 1-5 参照）。 

また、図表 1-6 からは、家庭の年間収入が 1,000 万円をこえる家庭が、全体の 23.8％、

国立大学・女子の 23.9％であるのに対し、図表 1-5 からは、本学新入生の家庭のうち、

少なくとも 42.2％が、世帯年収 1,000 万円をこえていることが示されており、世帯年収

の高い家庭が、全国水準に比べて、本学新入生の家庭には多いことが明らかである。 
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（2）親の職業・学歴 
 

本節では、本学新入生の親の職業や学歴について、①親の勤務形態、②親の職種、③親

の学歴から示していく。 

 

①親の勤務形態 

図表 2-1 は、本学新入生の父親の勤務形態について、「フルタイム勤務」「パートタイム

勤務」「自営」「無業」「いない」別に尋ねた結果である。 

 
図表 2-1 父親の勤務形態 

 
 

本学新入生の父親の勤務形態は、全体の 81.7％が「フルタイム勤務」であるが、他の

学部に比べ、理学部での低さ（75.2％）も示されている。これに対し、理学部では、「自

営」が他の学部に比べて高いことがわかる（15.2％）。 

 

同様に、本学新入生の母親の勤務形態について尋ねた結果が図表 2-2 である。 

 
図表 2-2 母親の勤務形態 

 
 

本学新入生の母親の勤務形態は、全体でみると、「パートタイム勤務（32.7％）」「無職

（30.9％）」「フルタイム勤務（27.5％）」の順で多いが、いずれの勤務形態もおよそ 3 割

と同程度であった。これらの傾向は、いずれの学部でもほぼ同様にみられる。 

また、理学部での「自営」が他の学部に比べて高い傾向も（10.5％）、父親の勤務形態

同様に示されている（図表 2-1 参照）。 

 

 

②親の職種 

図表 2-3 は、本学新入生の父親の職種について、「フルタイム勤務」と回答した者に尋

ね、「専門職」「技術職」「管理職」「事務職」「営業職」「その他」別に示した結果である。 
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図表 2-3 父親の職種 

 
 

本学新入生の父親の職種は、全体でみると、「管理職（36.5％）」「専門職（24.4％）」「技

術職（15.1％）」の順で多くみられた。 

「管理職」「専門職」に関しては、学部により大きな差異傾向はみられないが、「技術職」

に関しては、文教育学部での少なさ（10.8％）が示されている。 

 

同様に、本学新入生の母親の職種について、「フルタイム勤務」と回答した者に尋ねた

結果が図表 2-4 である。 

 
図表 2-4 母親の勤務形態 

 
 

本学新入生の母親の職種は、全体でみると、「専門職（46.7％）」や「事務職（32.4％）」

が多くを占めている。 

ただし、いずれも学部による差異が大きくみられ、「専門職」に関しては、生活科学部

では 71.0％に及んでいるのに対し、理学部では 29.6％となっている。また、「事務職」に

関して、理学部では 40.7％であるのに対し、生活科学部では 22.6％であった。 

 

 

③親の学歴 

図表 2-5 は、本学新入生の父親の最終学歴について尋ね、「大学院」「大学」「専門学校・

短大」「高等専門学校」「中学・高校」別に示した結果である。 

本学新入生の父親の最終学歴は、全体でみると、「大学（66.8％）」が明らかに多く、「大

学院（16.0％）」「中学・高校（9.7％）」の順で続く結果となった。 

いずれも、学部により大きな差異傾向はみられないが、生活科学部では、「大学（72.0％）」

や「大学院（18.7％）」がともに他の学部よりも多く示されるなど、高学歴傾向が強くみ

られた。 
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図表 2-5 父親の最終学歴 

 
 

同様に、本学新入生の母親の最終学歴について尋ねた結果が図表 2-6 である。 

 
図表 2-6 母親の最終学歴 

 
 

本学新入生の母親の最終学歴は、全体でみると、「大学（41.6％）」「専門学校・短大

（37.4％）」「中学・高校（17.5％）」の順で多くみられた。 

他の学部に比べ、理学部では、「大学（36.2％）」や「専門学校・短大（33.3％）」は少

なく、「中学・高校（25.7％）」は多い傾向がみられる。これに対し、生活科学部では、「中

学・高校（8.4％）」は他の学部に比べて明らかに少なく、父親同様、高学歴傾向がみられ

る結果となった（図表 2-5 参照）。 
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（3）大学入学後の経済・生活支援 
 

本節では、本学新入生の大学入学後の経済・生活支援について、①奨学金・学費免除等

の制度の「利用経験の有無」「認知」「利用希望」、②学生寮に関する「認知」「入寮希望」

から示していく。 

 

①奨学金・学費免除等の制度の「利用経験の有無」「認知」「利用希望」  

図表 3-１は、本学に入学予定のご子女が、これまでに受けたことのある奨学金・学費

免除等の制度について、複数回答可として尋ねた結果である。 
 

     図表 3-1 ご子女がこれまでに受けたことのある奨学金・学費免除等の制度      （％） 

 
 

いずれもごく少数の経験率であり、他に比べれば利用率が高い「特待生」も、必ずしも

経済的な支援を必要として受けたとは限らないものと思われる。 

 

続いて図表 3-2 は、奨学金・学費免除等の制度の認知について、複数回答可として尋ね

た結果である。 
 

図表 3-2 奨学金・学費免除等の制度に対する認知 

 

日本学生支援
機構の奨学金

地方公共団体の
奨学金

学校独自の
奨学金

民間奨学団体の
奨学金

新聞社の奨学金 その他の奨学金 学費免除 特待生

全体 0.8 2.1 1.0 1.0 0.0 2.1 1.6 3.7

文教育 1.2 1.2 1.2 2.4 0.0 1.8 0.6 3.0

理 0.0 3.8 1.9 0.0 0.0 1.0 2.9 2.9

生活科学 0.9 1.9 0.0 0.0 0.0 3.7 1.9 4.7
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日本学生支援機構による奨学金の認知は、第一種・第二種ともに、全体でみればもっと

も高いが（第一種 66.2％、第二種 60.5％）、学部によりその程度には差異傾向がみられ、

文教育学部での高さが示されている（第一種 70.9％、第二種 66.7％）。 

なお、「知っているものはない」との回答は、全体の 12.8％であったが、学部による大

きな差異はみられなかった。 

 

続いて図表 3-3 は、大学入学後の奨学金・学費免除等の制度の利用希望について、複数

回答可として尋ねた結果である。 
 

図表 3-3 大学入学後の奨学金・学費免除等の制度の利用希望 

 
 

日本学生支援機構による奨学金の希望は、第一種・第二種ともに、全体でみればもっと

も高いが（第一種 28.5％、第二種 27.7％）、学部によりその程度には差異傾向がみられ、

文教育学部の高さが示されている（第一種 34.5％、第二種 33.3％）。 

ついで、授業料免除制度の希望が高くみられたが、他の学部に比べて生活科学部では低

い結果が示されている（7.5％）。 

なお、「希望するものはない」との回答は、全体の 34.8％であったが、他の学部に比べ

て、文教育学部での低さがみられた（28.5％）。 
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②学生寮に関する「認知」「入寮希望」 

図表 3-4 は、本学の学生寮の認知について、複数回答可として尋ねた結果である。 

 
図表 3-4 本学の学生寮に対する認知 

 
  

全体でみると、ご子女が入学後すぐに入寮する可能性のある 2つの寮（「国際学生宿舎」

「お茶大 SCC」）に対しては、認知の程度に大きな差異はみられず、およそ半数程度であ

ることがわかる（国際学生宿舎 51.8％、お茶大 SCC51.8％）。 

いずれの寮でも、生活科学部での認知が高く、理学部での認知が低い一方で、「知らな

い」は、理学部で高く、生活科学部で低いことが示されている（理学部 37.1％、生活科

学部 29.0％）。 

 

続いて図表 3-5 は、本学の学生寮への入寮の希望について、複数回答可として尋ねた結

果である。 
 

図表 3-5 本学の学生寮への入寮希望 

 
 

 「特にない」との回答が全体の 65.2％に及び、学部による大きな差異もみられないが、

ご子女が入学後すぐに入寮する可能性のある 2つの寮に対しては、学部により、入寮希望

の傾向に差異がみられた。具体的には、他の学部に比べ、「国際学生宿舎」には理学部で

の希望が多く（26.7％）、「お茶大 SCC」には生活科学部での希望が少ない（16.8％）とい

った傾向がみられた。 
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（4）大学生活の不安・心配事 
 

本節では、ご子女の大学生活の不安・心配事について、①受験から入学までに困ったこ

と、②大学生活が始まって心配なこと、③本学の学生支援活動で期待するものから示して

いく。 

 

①受験から入学までに困ったこと 

図表 4-1 は、「保護者に聞く新入生調査」を参考に、受験から入学までに困ったことに

ついて、複数回答可として尋ねた結果である。 
 

図表 4-1 受験から入学までに困ったこと 

 
 

全体でみると、「子どもの体調や精神面のこと（54.2％）」「受験・入学手続きのスケジ

ュールの管理（43.5％）」「受験・入学のための費用準備（33.5％）」の順で多くみられた。

これらの項目に関しては、いずれも他の学部に比べて文教育学部で高い傾向がみられる

（「子どもの体調や精神面のこと（60.0％）」「受験・入学手続きのスケジュールの管理

（49.7％）」「受験・入学のための費用準備（41.2％）」）。 

なお、「特にない」は全体の 17.3％であり、生活科学部で、他の学部に比べて、やや高

い傾向がみられた（22.4％）。 

「保護者に聞く新入生調査」によれば、「子どもの体調や精神面のこと」や「受験・入

学のための費用準備」などは年々比率が高まっており、2010 年度調査では、「子どもの体

調や精神面のこと」53.3％（2年間で 4.4 ポイント増）や「受験・入学のための費用準備」

34.9％（同 3.5 ポイント増）となっている（全国大学生活協同組合連合会 2010,P10）。図

表 4-1 からは、これらの点で同様に困った経験をした保護者が、本学新入生の保護者にも

少なからずいることがわかる。 

 

 

②大学生活が始まって心配なこと 

図表 4-2 は、「保護者に聞く新入生調査」を参考に、大学生活が始まって心配なことに

ついて、複数回答可として尋ねたものである。 
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図表 4-2 大学生活が始まって心配なこと 

 
 

全体でみると、「就職や将来（60.5％）」「健康面（55.8％）」「人間関係（49.2％）」の順

で多くみられた。「健康面」に関しては、学部による大きな差異傾向はみられないが、「就

職や将来」では生活科学部で他の学部に比べて低く（50.5％）、「人間関係」では理学部で

他の学部に比べて高い傾向がみられる（62.9％）。 

なお、「特にない」は全体の 7.1％に過ぎず、学部により大きな差異傾向もみられなか

った。 

「保護者に聞く新入生調査」によれば、「就職や将来」や「生活・経済面」は年々比率

が高まっており、2010 年度調査では、「就職や将来」44.5％（2年間で 11.3 ポイント増）、

「生活・経済面」26.4％（同 2.3 ポイント増）となっている（全国大学生活協同組合連合

会 2010,P10）。図表 4-2 からは、本学新入生の保護者にも、「生活・経済面」もさること

ながら、「就職や将来」に対する不安が高い保護者が多いことがうかがえる。 

 

 

③本学の学生支援活動で期待するもの 

図表 4-3 は、「お茶大生の学習環境と生活・意識に関する調査」の調査項目を参考に、

本学の学生支援活動に期待するものについて、複数回答可として尋ねたものである。 

全体でみると、「就職支援（88.7％）」がもっとも多く、いずれの学部でもおよそ 9割に

達している。次いで、「進路相談（72.5％）」「学習支援(53.9％)」が続いている。 

なお、新入生自身に同様に尋ねた結果は、全体でみると、「就職支援（82.8％）」がもっ

とも多く、「進路相談（69.7％）」「学習支援(62.4％)」が続いている（「第 1章 新入生調

査」図表 5-20 参照）。 

 これらの結果からは、新入生およびその保護者が、本学の学生支援活動に期待するもの

には大きな隔たりはないことがわかり、さらにいえば、これらの支援活動は、先にも述べ

たように（P28）、本学に在学する学部生が「足りないところ」と感じている学生支援活動

でもあることから、より一層の支援活動の充実と、その広報に努めていくことが必要であ

ろう。 
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図表 4-3 本学の学生支援活動で期待するもの 
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第 3 章 新入生および保護者調査の結果報告 －奨学金・学生寮に

関する集計結果－           
 

（1）問題・目的 
 

 日本の高等教育費に占める家計負担の割合は、国際的に極めて高く、世界各国と比較す

ると、韓国と並んで、日本の大学等の授業料は高く、奨学金受給率は低い状況にある。ま

た、親の世帯年収に占める大学の授業料は年々上昇するなど、教育費の負担は増加傾向に

ある。このような教育を取り巻く社会的変化から、経済的に困難な状況に置かれている学

生への経済的支援の充実は重要な課題であり、本学でも様々な支援が行われている。 

まず、経済的支援の大きな役割を担うものとして、奨学金制度が挙げられる。本学では、

日本学生支援機構、地方公共団体等からの奨学金の他、予約型奨学金「みがかずば」や、

成績優秀者奨学金、育児支援奨学金など、大学関係者からの寄附金などによる大学独自の

奨学金も多数用意されている。こうした多様な奨学金が設定されていることにより、様々

な学生のニーズに対応できる反面、各種奨学金によって、募集時期や応募方法、申請書類

等が異なるため、学生が情報を十分に把握・理解することが難しかったり、応募しにくい

ものがあるという問題も生じている。 

また、学生への経済的・生活支援の一つとして、本学では、3つの学生寮を運営してい

る。1つは、学部学生および留学生を対象とした「国際学生宿舎」（定員 400 名、自治寮）

であり、２つ目は、大学院生を対象とした「小石川寮」（定員 80 名、自治寮）である。こ

れらの寮に加え、2011 年に、学部 1，2 年生を対象とした「お茶大 SCC」（定員 50 名、大

学による管理・運営）が建設され、2011 年度から入寮を開始した。これらの寮は、それ

ぞれに独自の特徴があり、機能分化がなされているが、全ての寮に共通して、経済状況・

家庭状況を考慮して入寮選考を行っており、住居を低価格で提供することで、経済的支援

としての大きな役割を担っている。 

そこで、本章では、新入生および保護者調査の中から、奨学金制度および学生寮に関す

る調査項目を取り上げ、それぞれの現状を明らかにし、今後の課題や展開を示唆すること

を目的とする。具体的には、以下の 2点について明らかにする。 

1. 新入生のうち、どのような学生が奨学金を認知しているのか、奨学金の受給経験が

あるのか、学生寮を認知しているのかを明らかにし、本学の奨学金制度および学生

寮の今後の課題や展開を示唆する。 

2. 保護者のうち、どのような保護者が奨学金を希望しているのか、学生寮への入寮を

希望しているのかを明らかにし、本学の奨学金制度および学生寮の今後の課題や展

開を示唆する。 

 

 

（2）方法 
 

 調査対象者、調査時期、質問項目については、調査の概要に記載されているため、省略

する。 
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（3）奨学金に関する結果 
 

①新入生の結果 

どのような学生が、奨学金を認知しているのかを明らかにするため、奨学金の認知×奨

学金の受給経験、兄弟の人数、住んでいる場所、学生寮の認知のクロス表を作成した。奨

学金の認知、学生寮の認知は、それぞれの中で、一つでも認知していれば「知っている」

とした。結果を表 1-1～1-4 に示す。 

 

 
 
これまでに奨学金を受けたことがある場合は、奨学金の認知度が高く、これまでに奨学

金を受けたことがない場合は、奨学金の認知度が低いことが示された。 
 

 
 
兄弟姉妹の人数と奨学金認知との関連では、有意な効果は見られなかった。 
 

 
 
出身地と奨学金認知との関連では、有意な効果は見られなかった。 

知っている 知らない 不明

度数 33 3 1 37

総和の % 8.3% .8% .3% 9.3%

度数 247 90 22 359

総和の % 62.4% 22.7% 5.6% 90.7%

度数 280 93 23 396

総和の % 70.7% 23.5% 5.8% 100.0%

合計

表1-1　奨学金受給歴 と 奨学金認知度 のクロス表

 
奨学金認知度

合計

奨学金

受給歴

あり

なし

知っている 知らない 不明

度数 147 55 9 211

総和の % 43.5% 16.3% 2.7% 62.4%

度数 87 20 6 113

総和の % 25.7% 5.9% 1.8% 33.4%

度数 9 1 1 11

総和の % 2.7% .3% .3% 3.3%

度数 2 0 1 3

総和の % .6% .0% .3% .9%

度数 245 76 17 338

総和の % 72.5% 22.5% 5.0% 100.0%

合計

表1-2　兄弟姉妹人数 と 奨学金認知度 のクロス表

 
奨学金認知度

合計

兄弟姉妹

の人数

2人

3人

4人

5人

知っている 知らない 不明

度数 268 90 22 380

総和の % 67.7% 22.7% 5.6% 96.0%

度数 5 1 1 7

総和の % 1.3% .3% .3% 1.8%

度数 7 2 0 9

総和の % 1.8% .5% .0% 2.3%

度数 280 93 23 396

総和の % 70.7% 23.5% 5.8% 100.0%

合計

表1-3　出身地 と 奨学金認知度 のクロス表

 
奨学金認知度

合計

出身地 国　内

海　外

不明
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学生寮について認知している場合は、奨学金の認知度が高く、学生寮について認知して

いない場合は、奨学金の認知度が低いことが示された。 

 

また、どのような学生が、奨学金の受給経験があるのかを明らかにするため、奨学金の

受給経験×兄弟の人数、住んでいる場所、学生寮に対する認知のクロス表を作成した。そ

れぞれの結果を表 2-1～2-3 に示す。 

 

 
 
 兄弟姉妹の人数が多い場合は、奨学金の受給経験があることが示された。 
 

 
 

出身地と奨学金の受給経験との関連では、有意な効果は見られなかった。 

 

  

知っている 知らない 不明

度数 68 51 6 125

総和の % 17.2% 12.9% 1.5% 31.6%

度数 210 42 15 267

総和の % 53.0% 10.6% 3.8% 67.4%

度数 2 0 1 3

総和の % .5% .0% .3% .8%

度数 280 93 23 396

総和の % 70.7% 23.5% 5.8% 100.0%

合計

表1-4　学生寮の認知度 と 奨学金認知度 のクロス表

 
奨学金認知度

合計

学生寮の
認知

知らない

知ってい

る

不明

あり なし

度数 16 195 211

総和の % 4.7% 57.7% 62.4%

度数 11 102 113

総和の % 3.3% 30.2% 33.4%

度数 2 9 11

総和の % .6% 2.7% 3.3%

度数 2 1 3

総和の % .6% .3% .9%

度数 31 307 338

総和の % 9.2% 90.8% 100.0%

表2-1　兄弟姉妹の人数 と 奨学金受給歴 のクロス表

 奨学金受給歴

合計

兄弟姉妹

の人数

2人

3人

4人

5人

合計

あり なし

度数 37 343 380

総和の % 9.3% 86.6% 96.0%

度数 0 7 7

総和の % .0% 1.8% 1.8%

度数 0 9 9

総和の % .0% 2.3% 2.3%

度数 37 359 396

総和の % 9.3% 90.7% 100.0%

表2-2　出身地 と 奨学金受給歴 のクロス表

 奨学金受給歴

合計

出身地 国　内

海　外

不明

合計
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 学生寮の認知度と奨学金の受給経験との関連では、有意な効果は見られなかった。 

 

 

②保護者の結果 

どのような保護者が、子どもの奨学金を希望しているかを明らかにするため、奨学金の

希望×奨学金の受給経験、奨学金の認知、学生寮に対する認知、世帯年収、家計支持者の

年収、父親の就労形態、母親の就労形態、家計支持者の属性、入学後の暮らし向きのクロ

ス表を作成した。それぞれの結果を表 3-1～3-9 に示す。 

 

 
 
過去に奨学金を受けたことがある場合は、奨学金の希望が多いことが示された。 

 

 
 
奨学金の認知が高い場合は、奨学金の希望が多いことが示された。 

 
  

あり なし

度数 12 113 125

総和の % 3.0% 28.5% 31.6%

度数 25 242 267

総和の % 6.3% 61.1% 67.4%

度数 0 3 3

総和の % .0% .8% .8%

度数 37 359 396

総和の % 9.3% 90.7% 100.0%

合計

表2-3　学生寮認知度 と 奨学金受給歴 のクロス表

 奨学金受給歴

合計

学生寮の
認知

知らない

知ってい

る

不明

非希望群 希望群

度数 7 30 37

総和の % 2.2% 9.4% 11.6%

度数 128 155 283

総和の % 40.0% 48.4% 88.4%

度数 135 185 320

総和の % 42.2% 57.8% 100.0%

合計

表3-1　奨学金経験 と 奨学金希望群 のクロス表

 奨学金希望群

合計

奨学金

受給経験

経験あり

なし

非希望群 希望群

度数 36 8 44

総和の % 11.3% 2.5% 13.8%

度数 98 176 274

総和の % 30.6% 55.0% 85.6%

度数 1 1 2

総和の % .3% .3% .6%

度数 135 185 320

総和の % 42.2% 57.8% 100.0%

表3-2　奨学金認知 と 奨学金希望群 のクロス表

 奨学金希望群

合計

奨学金認知 知らない

知っている

不明

合計
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 学生寮について認知している場合は、奨学金の希望が多いことが示された。 
 

 
 
世帯年収が低い場合は、奨学金の希望が多いことが示された。 

 
  

非希望群 希望群

度数 58 48 106

総和の % 18.1% 15.0% 33.1%

度数 75 134 209

総和の % 23.4% 41.9% 65.3%

度数 2 3 5

総和の % .6% .9% 1.6%

度数 135 185 320

総和の % 42.2% 57.8% 100.0%

表3-3　学生寮認知 と 奨学金希望群 のクロス表

 奨学金希望群

合計

学生寮認知 知らない

知っている

不明

合計

非希望群 希望群

度数 4 31 35

総和の % 1.3% 9.7% 10.9%

度数 5 32 37

総和の % 1.6% 10.0% 11.6%

度数 9 39 48

総和の % 2.8% 12.2% 15.0%

度数 28 38 66

総和の % 8.8% 11.9% 20.6%

度数 40 19 59

総和の % 12.5% 5.9% 18.4%

度数 22 12 34

総和の % 6.9% 3.8% 10.6%

度数 11 3 14

総和の % 3.4% .9% 4.4%

度数 2 2 4

総和の % .6% .6% 1.3%

度数 11 3 14

総和の % 3.4% .9% 4.4%

度数 3 6 9

総和の % .9% 1.9% 2.8%

度数 135 185 320

総和の % 42.2% 57.8% 100.0%

合計

１０００万円以上

１２００万円未満

１２００万円以上

１４００万円未満

１４００万円以上

１６００万円未満

１６００万円以上

１８００万円未満

１８００万円以上

不明

表3-4　世帯年収 と 奨学金希望群 のクロス表

 奨学金希望群

合計

世帯年収 ４００万円未満

４００万円以上

６００万円未満

６００万円以上

８００万円未満

８００万円以上

１０００万円未満
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家計支持者の年収が低い場合は、奨学金の希望が多いことが示された。 

 

 
 
 父親がフルタイムで勤務している場合は、奨学金の希望が少なく、父親がいない場合は、

奨学金の希望が多いことが示された。 
 
  

非希望群 希望群

度数 5 42 47

総和の % 1.6% 13.1% 14.7%

度数 10 42 52

総和の % 3.1% 13.1% 16.3%

度数 20 50 70

総和の % 6.3% 15.6% 21.9%

度数 40 27 67

総和の % 12.5% 8.4% 20.9%

度数 27 12 39

総和の % 8.4% 3.8% 12.2%

度数 14 4 18

総和の % 4.4% 1.3% 5.6%

度数 6 2 8

総和の % 1.9% .6% 2.5%

度数 3 1 4

総和の % .9% .3% 1.3%

度数 9 2 11

総和の % 2.8% .6% 3.4%

度数 1 3 4

総和の % .3% .9% 1.3%

度数 135 185 320

総和の % 42.2% 57.8% 100.0%

表3-5　家計支持者の年収 と 奨学金希望群 のクロス表

 奨学金希望群

合計

家計支持者の

年収

４００万円未満

４００万円以上

６００万円未満

６００万円以上

８００万円未満

８００万円以上

１０００万円未満

１０００万円以上

１２００万円未満

１２００万円以上

１４００万円未満

１４００万円以上

１６００万円未満

１６００万円以上

１８００万円未満

１８００万円以上

不明

合計

非希望群 希望群

度数 123 128 251

総和の % 38.4% 40.0% 78.4%

度数 1 5 6

総和の % .3% 1.6% 1.9%

度数 7 26 33

総和の % 2.2% 8.1% 10.3%

度数 2 5 7

総和の % .6% 1.6% 2.2%

度数 2 18 20

総和の % .6% 5.6% 6.3%

度数 0 3 3

総和の % .0% .9% .9%

度数 135 185 320

総和の % 42.2% 57.8% 100.0%

表3-6　父親の職業 と 奨学金希望群 のクロス表

 奨学金希望群

合計

父親の職業 フルタイム勤務

パートタイム勤務

自　営

無　職

いない

不明

合計
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 母親が無職の場合は、奨学金の希望が少ないことが示された。 
 

 
 
 家計支持者が父親の場合は、奨学金の希望が少なく、家計支持者が母親の場合は、奨学

金の希望が多いことが示された。 
 

 
 
 入学後の暮らし向きにゆとりがないと感じている場合は、奨学金の希望が多く、ゆとり

があると感じている場合は、奨学金の希望が少ないことが示された。 

非希望群 希望群

度数 29 54 83

総和の % 9.1% 16.9% 25.9%

度数 40 68 108

総和の % 12.5% 21.3% 33.8%

度数 9 16 25

総和の % 2.8% 5.0% 7.8%

度数 55 43 98

総和の % 17.2% 13.4% 30.6%

度数 1 3 4

総和の % .3% .9% 1.3%

度数 1 1 2

総和の % .3% .3% .6%

度数 135 185 320

総和の % 42.2% 57.8% 100.0%

表3-7　母親の職業 と 奨学金希望群 のクロス表

 奨学金希望群

合計

母親の職業 フルタイム勤務

パートタイム勤務

自　営

無　職

いない

不明

合計

非希望群 希望群

度数 130 154 284

総和の % 40.6% 48.1% 88.8%

度数 4 30 34

総和の % 1.3% 9.4% 10.6%

度数 1 1 2

総和の % .3% .3% .6%

度数 135 185 320

総和の % 42.2% 57.8% 100.0%

その他

表3-8　家計支持者 と 奨学金希望群 のクロス表

 奨学金希望群

合計

家計支持者 父親

母親

合計

非希望群 希望群

度数 4 87 91

総和の % 1.3% 27.2% 28.4%

度数 56 82 138

総和の % 17.5% 25.6% 43.1%

度数 59 10 69

総和の % 18.4% 3.1% 21.6%

度数 14 3 17

総和の % 4.4% .9% 5.3%

度数 2 3 5

総和の % .6% .9% 1.6%

度数 135 185 320

総和の % 42.2% 57.8% 100.0%

多少ゆとりがある

ゆとりがある

不明

合計

表3-9　入学後の暮らし向き と 奨学金希望群 のクロス表

 奨学金希望群

合計

入学した後の

暮らし向き

ゆとりがない

あまりゆとりがな

い
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（4）学生寮に関する結果 

 

①新入生の結果 

どのような学生が、学生寮を認知しているのかを明らかにするため、学生寮の認知×奨

学金の受給歴、兄弟の人数、住んでいる場所のクロス表を作成した。学生寮の認知は、一

つでも認知していれば「知っている」とした。それぞれの結果を表 4-1～4-3 に示す。 

 

 
 

奨学金受給歴と学生寮の認知との関連では、有意な効果は見られなかった。 
 

 
 

兄弟姉妹の人数と学生寮の認知との関連では、有意な効果は見られなかった。 
 

 
 

出身地と学生寮の認知との関連では、有意な効果は見られなかった。 
  

知らない 知っている 不明

度数 12 25 0 37

総和の % 3.0% 6.3% 0.0% 9.3%

度数 113 242 4 359

総和の % 28.5% 61.1% 1.0% 90.7%

度数 125 267 4 396

総和の % 31.6% 67.4% 1.0% 100.0%

合計

表4-1　奨学金受給歴 と 学生寮認知度 のクロス表

 
学生寮認知度

合計

奨学金受給歴 あり

なし

知らない 知っている 不明

度数 67 141 3 211

総和の % 19.8% 41.7% 0.9% 62.4%

度数 32 81 0 113

総和の % 9.5% 24.0% 0.0% 33.4%

度数 1 10 0 11

総和の % 0.3% 3.0% 0.0% 3.3%

度数 1 2 0 3

総和の % 0.3% 0.6% 0.0% 0.9%

度数 101 234 3 338

総和の % 29.9% 69.2% 0.9% 100.0%

合計

表4-2　兄弟姉妹人数 と 学生寮認知度 のクロス表

 
学生寮認知度

合計

兄弟姉妹

の人数

2人

3人

4人

5人

知らない 知っている 不明

度数 120 257 3 380

総和の % 30.3% 64.9% 0.8% 96.0%

度数 2 4 1 7

総和の % 0.5% 1.0% 0.3% 1.8%

度数 3 6 0 9

総和の % 0.8% 1.5% 0.0% 2.3%

度数 125 267 4 396

総和の % 31.6% 67.4% 1.0% 100.0%

合計

表4-3　出身地 と 学生寮認知度 のクロス表

 
学生寮認知度

合計

出身地 国　内

海　外

不明
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②保護者の結果 

どのような保護者が、子どもの学生寮への入寮を希望しているかを明らかにするため、

学生寮への入寮の希望×奨学金の受給経験、奨学金の認知、学生寮に対する認知、世帯年

収、家計支持者の年収、父親の就労形態、母親の就労形態、家計支持者の属性、入学後の

暮らし向きのクロス表を作成した。それぞれの結果を表 5-1～5-9 に示す。 

 

 
 

奨学金受給歴と学生寮への入寮の希望との関連では、有意な効果は見られなかった。 
 

 
 

奨学金認知と学生寮への入寮の希望との関連では、有意な効果は見られなかった。 
 

 
 

学生寮を知っている場合は、学生寮への入寮の希望が多く、知らない場合は、学生寮へ

の入寮の希望が少ないことが示された。 

 

  

希望しない 希望する 不明

度数 23 15 0 38

総和の % 5.9% 3.9% 0.0% 9.8%

度数 230 97 24 351

総和の % 59.1% 24.9% 6.2% 90.2%

度数 253 112 24 389

総和の % 65.0% 28.8% 6.2% 100.0%

表5-1　奨学金経験 と 学生寮希望 のクロス表

 
学生寮希望

合計

奨学金
受給経験

経験あり

なし

合計

希望しない 希望する 不明

度数 41 8 2 51

総和の % 10.5% 2.1% 0.5% 13.1%

度数 196 95 18 309

総和の % 50.4% 24.4% 4.6% 79.4%

度数 16 9 4 29

総和の % 4.1% 2.3% 1.0% 7.5%

度数 253 112 24 389

総和の % 65.0% 28.8% 6.2% 100.0%

 
学生寮希望

合計

奨学金認知 知らない

知っている

不明

合計

表5-2　奨学金認知 と 学生寮希望 のクロス表

希望しない 希望する 不明

度数 132 1 2 135

総和の % 33.9% 0.3% 0.5% 34.7%

度数 117 111 18 246

総和の % 30.1% 28.5% 4.6% 63.2%

度数 4 0 4 8

総和の % 1.0% 0.0% 1.0% 2.1%

度数 253 112 24 389

総和の % 65.0% 28.8% 6.2% 100.0%

合計

表5-3　学生寮認知 と 学生寮希望 のクロス表

 
学生寮希望

合計

学生寮認知 知らない

知っている

不明



57 

 
 

 世帯年収が低い場合は、学生寮への入寮の希望が多いことが示された。 

 

 
 

  

希望しない 希望する 不明

度数 18 17 2 37

総和の % 4.6% 4.4% .5% 9.5%

度数 21 17 1 39

総和の % 5.4% 4.4% .3% 10.0%

度数 30 21 2 53

総和の % 7.7% 5.4% .5% 13.6%

度数 50 27 6 83

総和の % 12.9% 6.9% 1.5% 21.3%

度数 52 15 2 69

総和の % 13.4% 3.9% .5% 17.7%

度数 35 7 1 43

総和の % 9.0% 1.8% .3% 11.1%

度数 20 0 4 24

総和の % 5.1% .0% 1.0% 6.2%

度数 6 0 1 7

総和の % 1.5% .0% .3% 1.8%

度数 13 4 2 19

総和の % 3.3% 1.0% .5% 4.9%

度数 8 4 3 15

総和の % 2.1% 1.0% .8% 3.9%

度数 253 112 24 389

総和の % 65.0% 28.8% 6.2% 100.0%

表5-4　世帯年収 と 学生寮希望 のクロス表

 
学生寮希望

合計

世帯年収 ４００万円未満

４００万円以上
６００万円未満

６００万円以上
８００万円未満

８００万円以上
１０００万円未満

１０００万円以上
１２００万円未満

１２００万円以上
１４００万円未満

１４００万円以上
１６００万円未満

１６００万円以上
１８００万円未満

１８００万円以上

不明

合計

希望しない 希望する 不明

度数 25 23 2 50

総和の % 6.4% 5.9% .5% 12.9%

度数 29 21 5 55

総和の % 7.5% 5.4% 1.3% 14.1%

度数 47 31 6 84

総和の % 12.1% 8.0% 1.5% 21.6%

度数 63 19 2 84

総和の % 16.2% 4.9% .5% 21.6%

度数 42 9 2 53

総和の % 10.8% 2.3% .5% 13.6%

度数 20 3 1 24

総和の % 5.1% .8% .3% 6.2%

度数 9 0 2 11

総和の % 2.3% .0% .5% 2.8%

度数 4 0 1 5

総和の % 1.0% .0% .3% 1.3%

度数 10 4 1 15

総和の % 2.6% 1.0% .3% 3.9%

度数 4 2 2 8

総和の % 1.0% .5% .5% 2.1%

度数 253 112 24 389

総和の % 65.0% 28.8% 6.2% 100.0%

表5-5　家庭支持者の年収 と 学生寮希望 のクロス表

 
学生寮希望

合計

家計支持者
の年収

４００万円未満

４００万円以上
６００万円未満

６００万円以上
８００万円未満

８００万円以上
１０００万円未満

１０００万円以上
１２００万円未満

１２００万円以上
１４００万円未満

１４００万円以上
１６００万円未満

１６００万円以上
１８００万円未満

１８００万円以上

不明

合計
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 家計支持者の年収が低い場合は、学生寮への入寮の希望が多いことが示された。 

 

 
 

父親の職業と学生寮希望との関連では、有意な効果は見られなかった。 
 

 
 
母親の職業と学生寮希望との関連では、有意な効果は見られなかった。 

 

  

希望しない 希望する 不明

度数 211 84 20 315

総和の % 54.2% 21.6% 5.1% 81.0%

度数 3 2 1 6

総和の % .8% .5% .3% 1.5%

度数 22 13 3 38

総和の % 5.7% 3.3% .8% 9.8%

度数 3 4 0 7

総和の % .8% 1.0% .0% 1.8%

度数 13 7 0 20

総和の % 3.3% 1.8% .0% 5.1%

度数 1 2 0 3

総和の % .3% .5% .0% .8%

度数 253 112 24 389

総和の % 65.0% 28.8% 6.2% 100.0%

不明

合計

表5-6　父親の職業 と 学生寮希望 のクロス表

 学生寮希望

合計

父親の職業 フルタイム勤務

パートタイム勤務

自　営

無　職

いない

希望しない 希望する 不明

度数 67 30 8 105

総和の % 17.2% 7.7% 2.1% 27.0%

度数 81 39 9 129

総和の % 20.8% 10.0% 2.3% 33.2%

度数 17 9 1 27

総和の % 4.4% 2.3% .3% 6.9%

度数 84 31 5 120

総和の % 21.6% 8.0% 1.3% 30.8%

度数 3 2 1 6

総和の % .8% .5% .3% 1.5%

度数 1 1 0 2

総和の % .3% .3% .0% .5%

度数 253 112 24 389

総和の % 65.0% 28.8% 6.2% 100.0%

合計

母親の職業 フルタイム勤務

パートタイム勤務

自　営

無　職

いない

不明

表5-7　母親の職業 と 学生寮希望 のクロス表

 学生寮希望

合計
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 家計支持者が母親の場合は、学生寮への入寮の希望が多いことが示された。 

 
 

 入学後の暮らし向きにゆとりがないと感じている場合は、学生寮への入寮の希望が多く、

ゆとりがあると感じている場合は、学生寮への入寮の希望が少ないことが示された。 

 

  

希望しない 希望する 不明

度数 236 93 24 353

総和の % 60.7% 23.9% 6.2% 90.7%

度数 15 19 0 34

総和の % 3.9% 4.9% .0% 8.7%

度数 2 0 0 2

総和の % .5% .0% .0% .5%

度数 253 112 24 389

総和の % 65.0% 28.8% 6.2% 100.0%

合計

表5-8　家計支持者 と 学生寮希望 のクロス表

 学生寮希望

合計

家計支持者 父親

母親

その他

希望しない 希望する 不明

度数 42 55 3 100

総和の % 10.8% 14.1% .8% 25.7%

度数 111 47 10 168

総和の % 28.5% 12.1% 2.6% 43.2%

度数 76 7 10 93

総和の % 19.5% 1.8% 2.6% 23.9%

度数 21 1 1 23

総和の % 5.4% .3% .3% 5.9%

度数 3 2 0 5

総和の % .8% .5% .0% 1.3%

度数 253 112 24 389

総和の % 65.0% 28.8% 6.2% 100.0%

不明

合計

表5-9　入学した後の暮らし向き と 学生寮希望 のクロス表

 学生寮希望

合計

入学した後の

暮らし向き

ゆとりがない

あまりゆとりがな

い

多少ゆとりがある

ゆとりがある
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（5）考察と今後の課題 
 

①奨学金に関する考察と今後の課題 

 奨学金についての新入生の結果をまとめると、これまでに奨学金の受給経験があるもの、

学生寮について認知しているものは、奨学金の認知が高いことが示された。また、兄弟姉

妹の人数が多いものは、奨学金の受給経験があることが示された。兄弟姉妹が多い学生は、

これまでにも奨学金を受ける機会が多かったものと考えられ、奨学金についての知識も多

く、大学奨学金の認知も高いのではないかと考えられる。また、学生寮も学生への経済支

援の一環であるが、奨学金について認知しているものは、こうした支援に対する認知も高

いものと考えられる。これらのことから、奨学金の認知は、これまでの奨学金の受給経験

と関連しており、かつて奨学金を受けたことがあるものは大学奨学金の認知も高い一方、

受けたことがないものは、あまり認知していないものと考えられる。しかし、かつて奨学

金を受けたことがないものの中にも、大学在学時に、奨学金支援が必要になる学生がいる

可能性を考えると、そうした学生にも情報が行きわたるようにする工夫が必要であろう。 

 そのために、告知方法を改善することが今後の課題の一つとして挙げられる。現在、お

茶の水女子大学の HP 上に、奨学金情報を記載しているが、申請時期や奨学金の種類など

が分かりにくいため、Web ページを改良し、どのような奨学金があり、どんな人が申請で

きるのかなどについて、モデルケースを示すなどして、分かりやすく記載する必要がある

だろう。あわせて、各種奨学金の募集時期や、申請締め切りの前などに、ocha メールで

も配信し、ポスターを学内に掲示して呼びかけること、奨学金の申請を決めることが多い

新学期に、奨学金の説明会をすることなども有効ではないかと考えられる。このように、

様々な告知方法を併用し、どの学生にも平等に情報が行きわたるよう、情報提供方法を検

討すべきと考えられる。 

 次に、奨学金についての保護者の結果をまとめると、これまでに奨学金の受給経験があ

るもの、奨学金・学生寮について認知しているもの、世帯年収・家計支持者の年収が低い

もの、父親がいないもの、家計支持者が母親のもの、入学後の暮らし向きにゆとりがない

と感じているものは、奨学金の希望者が多いことが示された。新入生の結果と合わせて考

えると、奨学金や学生寮について認知しているものは、これまでにも奨学金を受給したこ

とがある場合が多く、大学在学時も奨学金が必要なものが多いのではないかと考えられる。

また、世帯年収・家計支持者の年収が低いものや、父親がいないもの、家計支持者が母親

のもの、入学後の暮らし向きにゆとりがないと感じているものは、総じて、奨学金支援が

必要と考えられ、保護者からの希望も高いのではないかと考えられる。 

 

 

②学生寮に関する考察と今後の課題 

学生寮についての新入生の結果をまとめると、学生寮の認知と、奨学金受給歴、兄弟姉

妹の人数、出身地との関連では、有意な効果は見られなかったことから、これらの関連は

小さなものではないかと考えられる。 
一方、保護者の結果をまとめると、学生寮について認知しているもの、世帯年収・家計

支持者の年収が低いもの、家計支持者が母親のもの、入学後の暮らし向きにゆとりがない

と感じているものは、学生寮への入寮の希望者が多いことが示された。これらの結果は、

奨学金の希望と同様の結果であり、経済支援の一環として、奨学金にあわせて、学生寮の

重要性が示唆されたと考えられる。また、学生寮について認知している場合は、学生寮へ

の入寮希望者が多かったことから、今後、学生寮の情報を学生や保護者に、広く提供して

いくことも重要であろう。その際、各寮において、機能や特徴が異なるため、各寮の違い

も具体的に示し、各自に適した寮を選択しやすくすることも必要と考えられる。 
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（6）まとめ 
 

本章では、新入生および保護者を対象に、奨学金と学生寮の現状と課題について検討し

た。その結果、主に、以下の 2点が示唆された。 

第 1に、これまでに奨学金の受給経験があったり、奨学金の必要性が高く、奨学金や学

生寮について認知している場合は、奨学金の希望が多いことが示された。 

第 2に、学生寮への入寮の必要性が高く、学生寮について認知している場合は、学生寮

の入寮希望が多いことが示された。 

 これらのことから、現状において奨学金や学生寮などの経済支援の必要性が高い場合は、

より情報が認知されており、支援が求められていると考えられる。一方、現状では経済支

援の必要性があまり高くない場合も、今後、支援が必要となる場合もありうるため、そう

した学生・保護者にも情報が行きわたるようにしていくことが課題と考えられる。 
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0
.0
%

0
.0
%

入
試

内
容

が
有

利
だ
っ
た
か

ら
3
.0
%

2
.3
%

5
.5
%

1
.8
%

2
.2
%

4
.7
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

5
.9
%

5
.6
%

0
.0
%

1
2
.1
%

0
.0
%

4
.8
%

1
.7
%

0
.0
%

資
格
取
得
・
就
職
に
有
利
だ
か
ら

2
.5
%

2
.3
%

1
.8
%

3
.6
%

0
.0
%

4
.7
%

2
.6
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

5
.6
%

0
.0
%

3
.0
%

9
.1
%

0
.0
%

1
.7
%

0
.0
%

指
導

し
て
も
ら
い
た
い
教

員
が

い
た
か

ら
0
.8
%

0
.6
%

0
.9
%

0
.9
%

2
.2
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

3
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

1
.7
%

0
.0
%

志
望
す
る
分
野
で
最
先
端
を
い
っ
て
い
る
か
ら

2
.3
%

0
.6
%

0
.0
%

7
.1
%

0
.0
%

0
.0
%

2
.6
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

9
.1
%

0
.0
%

8
.6
%

0
.0
%

そ
の
他

0
.3
%

0
.6
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

2
.6
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

無
回
答

0
.3
%

0
.0
%

0
.9
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

5
.6
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

総
数

3
9
6

1
7
4

1
0
9

1
1
2

4
8

6
4

3
9

2
3

1
8

1
7

1
8

2
3

3
3

3
3

2
1

5
8

1

Ⅲ
．
（
１
）
-
a

国
立

6
.1
%

7
.5
%

3
.7
%

6
.3
%

8
.3
%

7
.8
%

5
.1
%

8
.7
%

5
.6
%

5
.9
%

0
.0
%

4
.3
%

3
.0
%

3
.0
%

1
9
.0
%

3
.4
%

0
.0
%

小
学
校
の
設
置
者

公
立

8
7
.1
%

8
6
.8
%

8
5
.3
%

8
9
.3
%

8
3
.3
%

8
7
.5
%

8
9
.7
%

8
7
.0
%

9
4
.4
%

7
0
.6
%

8
8
.9
%

8
7
.0
%

8
4
.8
%

9
0
.9
%

7
6
.2
%

9
3
.1
%

1
0
0
.0
%

私
立

4
.3
%

3
.4
%

9
.2
%

0
.9
%

4
.2
%

1
.6
%

5
.1
%

4
.3
%

0
.0
%

1
7
.6
%

1
1
.1
%

4
.3
%

1
2
.1
%

0
.0
%

0
.0
%

1
.7
%

0
.0
%

海
外

1
.8
%

1
.1
%

1
.8
%

2
.7
%

2
.1
%

1
.6
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

5
.9
%

0
.0
%

4
.3
%

0
.0
%

3
.0
%

4
.8
%

1
.7
%

0
.0
%

無
回
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0
.8
%

1
.1
%

0
.0
%

0
.9
%

2
.1
%

1
.6
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

3
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

Ⅲ
．
（
１
）
-
b

国
立

9
.6
%

1
1
.5
%

7
.3
%

8
.9
%

1
4
.6
%

1
0
.9
%

1
0
.3
%

8
.7
%

5
.6
%

1
1
.8
%

1
1
.1
%

4
.3
%

6
.1
%

3
.0
%

2
8
.6
%

5
.2
%

0
.0
%

中
学
校
の
設
置
者

公
立

5
9
.6
%

5
6
.3
%

5
8
.7
%

6
6
.1
%

4
5
.8
%

5
9
.4
%

5
6
.4
%

6
9
.6
%

6
6
.7
%

4
1
.2
%

7
2
.2
%

6
0
.9
%

5
4
.5
%

6
3
.6
%

5
2
.4
%

7
2
.4
%

0
.0
%

私
立

2
9
.3
%

2
9
.3
%

3
3
.0
%

2
5
.0
%

3
7
.5
%

2
3
.4
%

3
3
.3
%

2
1
.7
%

2
7
.8
%

4
1
.2
%

1
6
.7
%

3
4
.8
%

3
9
.4
%

3
3
.3
%

1
9
.0
%

2
2
.4
%

1
0
0
.0
%

海
外

1
.0
%

1
.7
%

0
.9
%

0
.0
%

0
.0
%

4
.7
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

5
.9
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

無
回
答

0
.5
%

1
.1
%

0
.0
%

0
.0
%

2
.1
%

1
.6
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

Ⅲ
．
（
２
）
-
a

受
験
を
し
た

1
0
.1
%

1
0
.3
%

1
3
.8
%

6
.3
%

1
4
.6
%

7
.8
%

1
0
.3
%

8
.7
%

5
.6
%

2
9
.4
%

5
.6
%

1
3
.0
%

1
5
.2
%

0
.0
%

2
3
.8
%

3
.4
%

0
.0
%

小
学
校
受
験
の
有
無

受
験
を
し
て
い
な
い

8
9
.1
%

8
9
.1
%

8
5
.3
%

9
2
.9
%

8
3
.3
%

9
2
.2
%

8
9
.7
%

9
1
.3
%

9
4
.4
%

7
0
.6
%

9
4
.4
%

8
2
.6
%

8
4
.8
%

1
0
0
.0
%

7
6
.2
%

9
4
.8
%

1
0
0
.0
%

覚
え
て
い
な
い

0
.3
%

0
.0
%

0
.9
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

4
.3
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

無
回
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0
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%

0
.6
%

0
.0
%

0
.9
%

2
.1
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

1
.7
%

0
.0
%

Ⅲ
．
（
２
）
-
b

受
験
を
し
た

3
9
.9
%

4
2
.5
%

4
1
.3
%

3
3
.9
%

5
2
.1
%

3
9
.1
%

4
6
.2
%

2
6
.1
%

3
8
.9
%

4
7
.1
%

3
3
.3
%

3
9
.1
%

4
5
.5
%

3
9
.4
%

4
2
.9
%

2
7
.6
%

1
0
0
.0
%

中
学
校
受
験
の
有
無

受
験
を
し
て
い
な
い

5
9
.6
%

5
6
.9
%

5
8
.7
%

6
5
.2
%

4
5
.8
%

6
0
.9
%

5
3
.8
%

7
3
.9
%

6
1
.1
%

5
2
.9
%

6
6
.7
%

6
0
.9
%

5
4
.5
%

5
7
.6
%

5
7
.1
%

7
2
.4
%

0
.0
%

覚
え
て
い
な
い

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

無
回
答

0
.5
%

0
.6
%

0
.0
%

0
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%

2
.1
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

3
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

Ⅲ
．
（
２
）
-
c

受
験
を
し
た

6
7
.2
%

6
6
.7
%

6
3
.3
%

7
2
.3
%

5
8
.3
%

7
1
.9
%

6
1
.5
%

7
8
.3
%

7
2
.2
%

5
8
.8
%

7
7
.8
%

6
0
.9
%

5
4
.5
%

6
6
.7
%

8
1
.0
%

7
2
.4
%

0
.0
%

高
校
受
験
の
有
無

受
験
を
し
て
い
な
い

3
2
.1
%

3
2
.2
%

3
6
.7
%

2
6
.8
%

3
9
.6
%

2
8
.1
%

3
8
.5
%

1
7
.4
%

2
7
.8
%

4
1
.2
%

2
2
.2
%

3
9
.1
%

4
5
.5
%

3
0
.3
%

1
9
.0
%

2
7
.6
%

1
0
0
.0
%

覚
え
て
い
な
い

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

無
回
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0
.8
%

1
.1
%

0
.0
%

0
.9
%

2
.1
%

0
.0
%

0
.0
%

4
.3
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

3
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

Ⅲ
．
（
３
）
-
a

あ
て
は
ま
る

6
7
.7
%

7
2
.4
%

5
9
.6
%

6
7
.9
%

6
8
.8
%

7
0
.3
%

7
1
.8
%

8
7
.0
%

6
6
.7
%

5
8
.8
%

6
6
.7
%

6
5
.2
%

4
8
.5
%

7
2
.7
%

7
1
.4
%

6
3
.8
%

1
0
0
.0
%

進
学
の
た
め
の
勉
強
は
、
自
分
か
ら
進
ん
で
し
て
い
た

ま
あ
あ
て
は
ま
る

2
6
.3
%

2
0
.7
%

3
4
.9
%

2
6
.8
%

2
0
.8
%

2
0
.3
%

2
5
.6
%

1
3
.0
%

3
3
.3
%

3
5
.3
%

3
3
.3
%

2
1
.7
%

4
5
.5
%

2
7
.3
%

1
9
.0
%

2
9
.3
%

0
.0
%

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

3
.8
%

4
.6
%

2
.8
%

3
.6
%

4
.2
%

7
.8
%

2
.6
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

8
.7
%

3
.0
%

0
.0
%

4
.8
%

5
.2
%

0
.0
%

あ
ま
り
あ
て
は

ま
ら
な
い

1
.5
%

1
.7
%

1
.8
%

0
.9
%

4
.2
%

1
.6
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

5
.9
%

0
.0
%

4
.3
%

0
.0
%

0
.0
%

4
.8
%

0
.0
%

0
.0
%

あ
て
は

ま
ら
な
い

0
.5
%

0
.0
%

0
.9
%

0
.9
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

3
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

1
.7
%

0
.0
%

無
回
答

0
.3
%

0
.6
%

0
.0
%

0
.0
%

2
.1
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

あ
て
は

ま
る
（
計

）
9
3
.9
%

9
3
.1
%

9
4
.5
%

9
4
.6
%

8
9
.6
%

9
0
.6
%

9
7
.4
%

1
0
0
.0
%

1
0
0
.0
%

9
4
.1
%

1
0
0
.0
%

8
7
.0
%

9
3
.9
%

1
0
0
.0
%

9
0
.5
%

9
3
.1
%

1
0
0
.0
%

あ
て
は

ま
ら
な
い
（
計

）
2
.0
%

1
.7
%

2
.8
%

1
.8
%

4
.2
%

1
.6
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

5
.9
%

0
.0
%

4
.3
%

3
.0
%

0
.0
%

4
.8
%

1
.7
%

0
.0
%

Ⅲ
．
（
３
）
-
b

あ
て
は
ま
る

6
1
.6
%

6
0
.3
%

5
6
.9
%

6
7
.9
%

6
4
.6
%

5
4
.7
%

5
3
.8
%

7
8
.3
%

7
2
.2
%

6
4
.7
%

3
3
.3
%

7
3
.9
%

4
5
.5
%

6
3
.6
%

6
6
.7
%

7
0
.7
%

1
0
0
.0
%

ど
ん
な
種
類
の
大

学
や
学
科
が
あ
る
の
か
、
気
に
し
て

ま
あ
あ
て
は
ま
る

3
0
.8
%

3
0
.5
%

3
4
.9
%

2
7
.7
%

1
6
.7
%

3
9
.1
%

3
8
.5
%

2
1
.7
%

1
6
.7
%

2
9
.4
%

5
0
.0
%

2
1
.7
%

4
8
.5
%

3
0
.3
%

2
8
.6
%

2
5
.9
%

0
.0
%

い
た

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

4
.3
%

3
.4
%

6
.4
%

3
.6
%

8
.3
%

1
.6
%

2
.6
%

0
.0
%

1
1
.1
%

5
.9
%

1
1
.1
%

0
.0
%

6
.1
%

6
.1
%

0
.0
%

3
.4
%

0
.0
%

あ
ま
り
あ
て
は

ま
ら
な
い

2
.5
%

4
.0
%

1
.8
%

0
.9
%

6
.3
%

3
.1
%

5
.1
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

5
.6
%

4
.3
%

0
.0
%

0
.0
%

4
.8
%

0
.0
%

0
.0
%

あ
て
は

ま
ら
な
い

0
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%

1
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%

0
.0
%

0
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%

2
.1
%

1
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%

0
.0
%

0
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%
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0
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%
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%
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%
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0
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%

0
.6
%

0
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0
.0
%

2
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0
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0
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0
.0
%
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%
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）
3
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%
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1
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8
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4
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部

学
科
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総
数

文
教

育
学

部
（
計
）

理
学

部
（
計
）

生
活

科
学

部
（
計
）

人
文

科
学

科
言

語
文

化
学

科
人

間
社

会
科

学
科

芸
術
・
表

現
行

動
学

科
数
学
科

物
理
学
科

化
学
科

生
物
学
科

情
報
科
学
科

食
物
栄
養

学
科

人
間
・
環
境

科
学
科

人
間
生
活

学
科

総
数

3
9
6

1
7
4

1
0
9

1
1
2

4
8

6
4

3
9

2
3

1
8

1
7

1
8

2
3
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%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

1
.7
%

0
.0
%

無
回
答

0
.3
%

0
.6
%

0
.0
%

0
.0
%

2
.1
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

あ
て
は

ま
る
（
計

）
9
0
.7
%

9
2
.0
%

8
9
.0
%

9
0
.2
%

8
7
.5
%

8
9
.1
%

9
7
.4
%

1
0
0
.0
%

9
4
.4
%

8
2
.4
%

7
7
.8
%

9
5
.7
%

9
0
.9
%

1
0
0
.0
%

8
1
.0
%

8
7
.9
%

1
0
0
.0
%

あ
て
は

ま
ら
な
い
（
計

）
2
.8
%

2
.3
%

2
.8
%

3
.6
%

4
.2
%

1
.6
%

2
.6
%

0
.0
%

0
.0
%

5
.9
%

1
1
.1
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

6
.9
%

0
.0
%

Ⅲ
．
（
３
）
-
i

あ
て
は
ま
る

5
7
.8
%

6
2
.1
%

4
7
.7
%

6
0
.7
%

6
8
.8
%

5
4
.7
%

6
1
.5
%

6
9
.6
%

4
4
.4
%

4
1
.2
%

3
8
.9
%

6
9
.6
%

4
2
.4
%

6
3
.6
%

7
1
.4
%

5
5
.2
%

1
0
0
.0
%

進
学

の
こ
と
に
つ
い
て
、
人

に
尋

ね
た
り
、
本

で
調

べ
た

ま
あ
あ
て
は

ま
る

3
3
.6
%

2
8
.7
%

4
4
.0
%

3
1
.3
%

2
0
.8
%

3
4
.4
%

2
8
.2
%

3
0
.4
%

4
4
.4
%

4
1
.2
%

5
5
.6
%

3
0
.4
%

4
8
.5
%

3
0
.3
%

1
4
.3
%

3
7
.9
%

0
.0
%

り
し
た

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

5
.6
%

5
.7
%

7
.3
%

3
.6
%

4
.2
%

6
.3
%

1
0
.3
%

0
.0
%

1
1
.1
%

1
7
.6
%

5
.6
%

0
.0
%

6
.1
%

0
.0
%

9
.5
%

3
.4
%

0
.0
%

あ
ま
り
あ
て
は

ま
ら
な
い

2
.3
%

2
.9
%

0
.9
%

2
.7
%

4
.2
%

4
.7
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

3
.0
%

6
.1
%

4
.8
%

0
.0
%

0
.0
%

あ
て
は

ま
ら
な
い

0
.5
%

0
.0
%

0
.0
%

1
.8
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

3
.4
%

0
.0
%

無
回
答

0
.3
%

0
.6
%

0
.0
%

0
.0
%

2
.1
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

あ
て
は

ま
る
（
計

）
9
1
.4
%

9
0
.8
%

9
1
.7
%

9
2
.0
%

8
9
.6
%

8
9
.1
%

8
9
.7
%

1
0
0
.0
%

8
8
.9
%

8
2
.4
%

9
4
.4
%

1
0
0
.0
%

9
0
.9
%

9
3
.9
%

8
5
.7
%

9
3
.1
%

1
0
0
.0
%

あ
て
は

ま
ら
な
い
（
計

）
2
.8
%

2
.9
%

0
.9
%

4
.5
%

4
.2
%

4
.7
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

3
.0
%

6
.1
%

4
.8
%

3
.4
%

0
.0
%

無
回
答

学
部

学
科

20



21



22



総
数

文
教

育
学

部
（
計
）

理
学

部
（
計
）

生
活

科
学

部
（
計
）

人
文

科
学

科
言

語
文

化
学

科
人

間
社

会
科

学
科

芸
術
・
表

現
行

動
学

科
数
学
科

物
理
学
科

化
学
科

生
物
学
科

情
報
科
学
科

食
物
栄
養

学
科

人
間
・
環
境

科
学
科

人
間
生
活

学
科

該
当
者

2
7
0

1
1
9

7
4

7
6

3
1

4
2

3
3

1
3

1
3

1
2

1
4

1
6

1
9

2
2

1
4

4
0

1

Ⅳ
．
（
６
）

長
期
休
暇
期
間
（
夏
、
冬
、
春
休
み
）
の
み

5
.2
%

5
.0
%

8
.1
%

2
.6
%

0
.0
%

7
.1
%

6
.1
%

7
.7
%

7
.7
%

0
.0
%

14
.3
%

6
.3
%

1
0
.5
%

4
.5
%

0
.0
%

2
.5
%

0
.0
%

ア
ル
バ
イ
ト
活
動
予
定

学
期
中
、
不
定
期

1
.1
%

0
.0
%

2
.7
%

1
.3
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

7
.7
%

8
.3
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

2
.5
%

0
.0
%

学
期
中
、
定
期
的
に

1
3
.0
%

1
4
.3
%

6
.8
%

1
7
.1
%

1
6
.1
%

1
9
.0
%

9
.1
%

7
.7
%

0
.0
%

8
.3
%

7
.1
%

1
2
.5
%

5
.3
%

1
3
.6
%

3
5
.7
%

1
2
.5
%

0
.0
%

学
期
中
に
定
期
的
に
、
長
期
休
暇
期
間
に
も

5
1
.9
%

5
4
.6
%

5
5
.4
%

4
4
.7
%

5
8
.1
%

5
2
.4
%

5
7
.6
%

4
6
.2
%

6
9
.2
%

5
0
.0
%

3
5
.7
%

5
6
.3
%

6
3
.2
%

4
5
.5
%

5
0
.0
%

4
2
.5
%

0
.0
%

学
期
中
に
不
定
期
的
に
、
長
期
休
暇
期
間
に
も

8
.9
%

5
.9
%

8
.1
%

1
4
.5
%

6
.5
%

4
.8
%

3
.0
%

1
5
.4
%

0
.0
%

8
.3
%

1
4
.3
%

0
.0
%

1
5
.8
%

1
3
.6
%

7
.1
%

1
7
.5
%

0
.0
%

そ
の
他

0
.4
%

0
.0
%

1
.4
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

8
.3
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

未
定

1
9
.3
%

1
9
.3
%

1
7
.6
%

1
9
.7
%

1
9
.4
%

1
6
.7
%

2
4
.2
%

1
5
.4
%

1
5
.4
%

1
6
.7
%

2
8
.6
%

2
5
.0
%

5
.3
%

2
2
.7
%

7
.1
%

2
2
.5
%

1
0
0
.0
%

無
回
答

0
.4
%

0
.8
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

7
.7
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

Ⅳ
．
（
７
）

家
庭
教
師
・
塾
講
師

6
8
.1
%

6
8
.1
%

7
5
.7
%

6
0
.5
%

6
4
.5
%

6
6
.7
%

6
6
.7
%

8
4
.6
%

9
2
.3
%

9
1
.7
%

7
1
.4
%

6
2
.5
%

6
8
.4
%

6
8
.2
%

6
4
.3
%

5
5
.0
%

1
0
0
.0
%

希
望
す
る
ア
ル
バ
イ
ト
活
動

商
品
な
ど
の
販
売
（
店
員
、
レ
ジ
係
な
ど
）

4
5
.9
%

4
9
.6
%

4
0
.5
%

4
6
.1
%

5
4
.8
%

5
0
.0
%

4
5
.5
%

4
6
.2
%

5
3
.8
%

2
5
.0
%

3
5
.7
%

5
0
.0
%

3
6
.8
%

2
7
.3
%

3
5
.7
%

6
0
.0
%

0
.0
%

サ
ー
ビ
ス
関
係
（
接
客
、
調
理
な
ど
）

4
9
.6
%

4
7
.9
%

3
6
.5
%

6
5
.8
%

3
8
.7
%

4
5
.2
%

6
0
.6
%

4
6
.2
%

3
8
.5
%

2
5
.0
%

3
5
.7
%

3
7
.5
%

4
2
.1
%

7
7
.3
%

6
4
.3
%

6
0
.0
%

0
.0
%

事
務

2
2
.2
%

2
6
.9
%

1
7
.6
%

1
9
.7
%

2
9
.0
%

2
8
.6
%

2
4
.2
%

2
3
.1
%

7
.7
%

8
.3
%

2
1
.4
%

1
8
.8
%

2
6
.3
%

9
.1
%

2
1
.4
%

2
5
.0
%

0
.0
%

運
搬
、
梱
包
、
清
掃
等
の
労
働

3
.7
%

5
.0
%

4
.1
%

1
.3
%

6
.5
%

4
.8
%

3
.0
%

7
.7
%

7
.7
%

0
.0
%

0
.0
%

1
2
.5
%

0
.0
%

0
.0
%

7
.1
%

0
.0
%

0
.0
%

そ
の
他

1
.9
%

0
.8
%

5
.4
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

7
.7
%

0
.0
%

1
6
.7
%

0
.0
%

1
2
.5
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

無
回
答

1
.1
%

1
.7
%

0
.0
%

1
.3
%

0
.0
%

0
.0
%

3
.0
%

7
.7
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

7
.1
%

0
.0
%

0
.0
%

総
数

3
9
6

1
7
4

1
0
9

1
1
2

4
8

6
4

3
9

2
3

1
8

1
7

1
8

2
3

3
3

3
3

2
1

5
8

1

Ⅳ
．
（
８
）

ほ
ぼ
全
額
を
保
護
者
が
負
担
予
定

7
4
.0
%

6
8
.4
%

7
8
.0
%

7
8
.6
%

6
2
.5
%

6
5
.6
%

7
4
.4
%

7
8
.3
%

7
2
.2
%

8
2
.4
%

8
3
.3
%

6
5
.2
%

8
4
.8
%

8
7
.9
%

7
6
.2
%

7
4
.1
%

1
0
0
.0
%

授
業
料
の
負
担
予
定

一
部
を
あ
な
た
が
負
担
予
定
（
奨
学
金
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
も
含
む
）

2
1
.5
%

2
7
.0
%

1
5
.6
%

1
8
.8
%

2
7
.1
%

3
2
.8
%

2
0
.5
%

2
1
.7
%

2
7
.8
%

1
1
.8
%

1
1
.1
%

2
1
.7
%

9
.1
%

6
.1
%

2
3
.8
%

2
4
.1
%

0
.0
%

ほ
ぼ
全
額
を
あ
な
た
が
負
担
予
定
（
奨
学
金
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
も
含
む
）

4
.0
%

4
.0
%

5
.5
%

2
.7
%

8
.3
%

1
.6
%

5
.1
%

0
.0
%

0
.0
%

5
.9
%

5
.6
%

8
.7
%

6
.1
%

6
.1
%

0
.0
%

1
.7
%

0
.0
%

無
回
答

0
.5
%

0
.6
%

0
.9
%

0
.0
%

2
.1
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

4
.3
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

Ⅳ
．
（
９
）

日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨
学
金

1
.3
%

1
.7
%

0
.9
%

0
.9
%

0
.0
%

4
.7
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

4
.3
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

1
.7
%

0
.0
%

受
け
た
こ
と
の
あ
る
奨
学
金

地
方
公
共
団
体
の
奨
学
金

2
.3
%

1
.1
%

4
.6
%

1
.8
%

2
.1
%

1
.6
%

0
.0
%

0
.0
%

5
.6
%

5
.9
%

1
1
.1
%

4
.3
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

3
.4
%

0
.0
%

学
校
独
自
の
奨
学
金

1
.5
%

1
.7
%

2
.8
%

0
.0
%

0
.0
%

3
.1
%

0
.0
%

4
.3
%

5
.6
%

0
.0
%

5
.6
%

4
.3
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

民
間
奨
学
団
体
の
奨
学
金

0
.8
%

1
.7
%

0
.0
%

0
.0
%

2
.1
%

3
.1
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

新
聞
社
の
奨
学
金

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

そ
の
他
の
奨
学
金

1
.5
%

1
.7
%

0
.0
%

2
.7
%

0
.0
%

1
.6
%

2
.6
%

4
.3
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

3
.0
%

0
.0
%

3
.4
%

0
.0
%

学
費
免
除

0
.3
%

0
.0
%

0
.9
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

5
.6
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

特
待
生

3
.8
%

3
.4
%

3
.7
%

4
.5
%

0
.0
%

7
.8
%

2
.6
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

5
.6
%

8
.7
%

3
.0
%

6
.1
%

4
.8
%

3
.4
%

0
.0
%

無
回
答

9
0
.7
%

9
0
.2
%

8
9
.9
%

9
2
.0
%

9
5
.8
%

7
9
.7
%

9
7
.4
%

9
5
.7
%

8
8
.9
%

9
4
.1
%

8
3
.3
%

8
2
.6
%

9
7
.0
%

9
0
.9
%

9
5
.2
%

9
1
.4
%

1
0
0
.0
%

該
当
者

5
3

1
1

0
3

0
0

0
0

0
1

0
0

0
1

0

Ⅳ
．
（
９
）
奨
学
金
の
具
体
的
名
称
-
1

記
入
あ
り

8
0
.0
%

6
6
.7
%

1
0
0
.0
%

1
0
0
.0
%

0
.0
%

6
6
.7
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

1
0
0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

1
0
0
.0
%

0
.0
%

日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨
学
金

記
入
な
し

2
0
.0
%

3
3
.3
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

3
3
.3
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

該
当
者

9
2

5
2

1
1

0
0

1
1

2
1

0
0

0
2

0

Ⅳ
．
（
９
）
奨
学
金
の
具
体
的
名
称
-
2

記
入
あ
り

1
0
0
.0
%

1
0
0
.0
%

1
0
0
.0
%

1
0
0
.0
%

1
0
0
.0
%

1
0
0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

1
0
0
.0
%

1
0
0
.0
%

1
0
0
.0
%

1
0
0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

1
0
0
.0
%

0
.0
%

地
方
公
共
団
体
の
奨
学
金

記
入
な
し

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

該
当
者

6
3

3
0

0
2

0
1

1
0

1
1

0
0

0
0

0

Ⅳ
．
（
９
）
奨
学
金
の
具
体
的
名
称
-
3

記
入
あ
り

1
0
0
.0
%

1
0
0
.0
%

1
0
0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

1
0
0
.0
%

0
.0
%

1
0
0
.0
%

1
0
0
.0
%

0
.0
%

1
0
0
.0
%

1
0
0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

学
校
独
自
の
奨
学
金

記
入
な
し

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

該
当
者

3
3

0
0

1
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

Ⅳ
．
（
９
）
奨
学
金
の
具
体
的
名
称
-
4

記
入
あ
り

6
6
.7
%

6
6
.7
%

0
.0
%

0
.0
%

1
0
0
.0
%

5
0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

民
間
奨
学
団
体
の
奨
学
金

記
入
な
し

3
3
.3
%

3
3
.3
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

5
0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

該
当
者

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

Ⅳ
．
（
９
）
奨
学
金
の
具
体
的
名
称
-
5

記
入
あ
り

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

新
聞
社
の
奨
学
金

記
入
な
し

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

該
当
者

6
3

0
3

0
1

1
1

0
0

0
0

0
1

0
2

0

Ⅳ
．
（
９
）
奨
学
金
の
具
体
的
名
称
-
6

記
入
あ
り

1
0
0
.0
%

1
0
0
.0
%

0
.0
%

1
0
0
.0
%

0
.0
%

1
0
0
.0
%

1
0
0
.0
%

1
0
0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

1
0
0
.0
%

0
.0
%

1
0
0
.0
%

0
.0
%

そ
の
他
の
奨
学
金

記
入
な
し

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

該
当
者

1
0

1
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0

Ⅳ
．
（
９
）
奨
学
金
の
具
体
的
名
称
-
7

記
入
あ
り

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

学
費
免
除

記
入
な
し

1
0
0
.0
%

0
.0
%

1
0
0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

1
0
0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

該
当
者

1
5

6
4

5
0

5
1

0
0

0
1

2
1

2
1

2
0

Ⅳ
．
（
９
）
奨
学
金
の
具
体
的
名
称
-
8

記
入
あ
り

7
3
.3
%

8
3
.3
%

7
5
.0
%

6
0
.0
%

0
.0
%

8
0
.0
%

1
0
0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

1
0
0
.0
%

5
0
.0
%

1
0
0
.0
%

5
0
.0
%

1
0
0
.0
%

5
0
.0
%

0
.0
%

特
待
生

記
入
な
し

2
6
.7
%

1
6
.7
%

2
5
.0
%

4
0
.0
%

0
.0
%

2
0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

5
0
.0
%

0
.0
%

5
0
.0
%

0
.0
%

5
0
.0
%

0
.0
%

該
当
者

5
3

1
1

0
3

0
0

0
0

0
1

0
0

0
1

0

Ⅳ
．
（
９
）
奨
学
金
／
給
与
・
貸
付
-
1

給
与

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨
学
金

貸
付

1
0
0
.0
%

1
0
0
.0
%

1
0
0
.0
%

1
0
0
.0
%

0
.0
%

1
0
0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

1
0
0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

1
0
0
.0
%

0
.0
%

無
回
答

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

学
部

学
科

無
回
答
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24



25



総
数

文
教

育
学

部
（
計
）

理
学

部
（
計
）

生
活

科
学

部
（
計
）

人
文

科
学

科
言

語
文

化
学

科
人

間
社

会
科

学
科

芸
術
・
表

現
行

動
学

科
数
学
科

物
理
学
科

化
学
科

生
物
学
科

情
報
科
学
科

食
物
栄
養

学
科

人
間
・
環
境

科
学
科

人
間
生
活

学
科

総
数

3
9
6

1
7
4

1
0
9

1
1
2

4
8

6
4

3
9

2
3

1
8

1
7

1
8

2
3

3
3

3
3

2
1

5
8

1

Ⅳ
．
（
１
４
）

経
済
的
支
援

3
2
.6
%

3
8
.5
%

2
8
.4
%

2
7
.7
%

3
7
.5
%

4
0
.6
%

3
3
.3
%

4
3
.5
%

2
2
.2
%

2
9
.4
%

5
.6
%

3
9
.1
%

3
6
.4
%

1
5
.2
%

2
3
.8
%

3
6
.2
%

0
.0
%

期
待
す
る
学
生
支
援
活
動

生
活
相
談

2
6
.8
%

2
7
.6
%

2
4
.8
%

2
6
.8
%

2
5
.0
%

2
3
.4
%

3
3
.3
%

3
4
.8
%

2
2
.2
%

3
5
.3
%

5
.6
%

2
6
.1
%

3
0
.3
%

1
5
.2
%

1
9
.0
%

3
6
.2
%

1
0
0
.0
%

健
康
相
談

1
6
.9
%

1
6
.1
%

1
4
.7
%

2
0
.5
%

1
6
.7
%

1
2
.5
%

2
3
.1
%

1
3
.0
%

1
6
.7
%

1
7
.6
%

0
.0
%

2
6
.1
%

1
2
.1
%

1
8
.2
%

2
3
.8
%

2
0
.7
%

0
.0
%

心
理
相
談

1
6
.9
%

1
6
.7
%

1
6
.5
%

1
7
.9
%

1
2
.5
%

1
5
.6
%

2
3
.1
%

1
7
.4
%

1
1
.1
%

1
7
.6
%

1
1
.1
%

3
0
.4
%

1
2
.1
%

3
.0
%

2
3
.8
%

2
4
.1
%

0
.0
%

学
習
支
援

6
2
.4
%

6
0
.9
%

6
7
.9
%

5
8
.9
%

6
2
.5
%

6
4
.1
%

4
8
.7
%

6
9
.6
%

7
7
.8
%

7
0
.6
%

6
6
.7
%

6
9
.6
%

6
0
.6
%

6
6
.7
%

4
7
.6
%

5
8
.6
%

1
0
0
.0
%

進
路
相
談

6
9
.7
%

6
6
.7
%

7
2
.5
%

7
1
.4
%

6
6
.7
%

6
7
.2
%

6
6
.7
%

6
5
.2
%

7
7
.8
%

6
4
.7
%

7
7
.8
%

8
2
.6
%

6
3
.6
%

9
0
.9
%

6
6
.7
%

6
2
.1
%

1
0
0
.0
%

就
職
支
援

8
2
.8
%

8
2
.2
%

8
2
.6
%

8
3
.9
%

8
1
.3
%

8
1
.3
%

8
7
.2
%

7
8
.3
%

8
8
.9
%

8
2
.4
%

7
7
.8
%

7
3
.9
%

8
7
.9
%

8
7
.9
%

7
6
.2
%

8
4
.5
%

1
0
0
.0
%

課
外
活
動
支
援

2
7
.3
%

3
1
.0
%

2
1
.1
%

2
7
.7
%

2
9
.2
%

3
2
.8
%

3
0
.8
%

3
0
.4
%

2
7
.8
%

2
3
.5
%

2
2
.2
%

2
6
.1
%

1
2
.1
%

2
7
.3
%

1
9
.0
%

3
1
.0
%

0
.0
%

そ
の
他

0
.8
%

1
.1
%

0
.0
%

0
.9
%

2
.1
%

0
.0
%

0
.0
%

4
.3
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

4
.8
%

0
.0
%

0
.0
%

特
に
な
い

1
.8
%

1
.7
%

2
.8
%

0
.9
%

0
.0
%

3
.1
%

2
.6
%

0
.0
%

5
.6
%

5
.9
%

0
.0
%

0
.0
%

3
.0
%

0
.0
%

4
.8
%

0
.0
%

0
.0
%

無
回
答

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

Ⅴ
．
（
１
）

民
間
企
業
に
就
職
す
る

5
0
.3
%

5
2
.9
%

3
9
.4
%

5
6
.3
%

5
0
.0
%

5
6
.3
%

5
3
.8
%

4
7
.8
%

2
2
.2
%

4
1
.2
%

3
3
.3
%

6
0
.9
%

3
6
.4
%

6
3
.6
%

6
1
.9
%

5
0
.0
%

1
0
0
.0
%

大
学
卒
業
後
の
進
路

公
務
員
に
な
る

3
5
.1
%

4
1
.4
%

2
3
.9
%

3
5
.7
%

5
0
.0
%

3
7
.5
%

4
6
.2
%

2
6
.1
%

3
8
.9
%

1
1
.8
%

5
.6
%

2
1
.7
%

3
3
.3
%

3
3
.3
%

3
8
.1
%

3
6
.2
%

1
0
0
.0
%

教
師

な
ど
の

専
門

職
に
つ
く

3
1
.1
%

3
3
.3
%

3
1
.2
%

2
7
.7
%

3
3
.3
%

3
5
.9
%

3
3
.3
%

2
6
.1
%

6
1
.1
%

1
7
.6
%

2
2
.2
%

3
4
.8
%

2
4
.2
%

1
5
.2
%

4
.8
%

4
3
.1
%

0
.0
%

自
営
な
ど
、
１
か
ら
３
以
外
の
形
で
就
職
す
る

3
.8
%

4
.0
%

3
.7
%

3
.6
%

6
.3
%

1
.6
%

0
.0
%

1
3
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

8
.7
%

6
.1
%

6
.1
%

0
.0
%

3
.4
%

0
.0
%

大
学
院
な
ど
に
進
学
す
る
（
海
外
含
む
）

5
1
.8
%

4
0
.8
%

7
4
.3
%

4
7
.3
%

5
2
.1
%

4
0
.6
%

3
3
.3
%

3
0
.4
%

5
0
.0
%

7
6
.5
%

9
4
.4
%

8
2
.6
%

6
9
.7
%

5
7
.6
%

5
7
.1
%

3
7
.9
%

0
.0
%

そ
の
他

1
.3
%

1
.1
%

1
.8
%

0
.9
%

0
.0
%

1
.6
%

0
.0
%

4
.3
%

0
.0
%

0
.0
%

5
.6
%

0
.0
%

3
.0
%

0
.0
%

4
.8
%

0
.0
%

0
.0
%

決
め
て
い
な
い

1
1
.9
%

1
5
.5
%

6
.4
%

1
1
.6
%

1
6
.7
%

1
0
.9
%

1
5
.4
%

2
6
.1
%

5
.6
%

1
1
.8
%

0
.0
%

0
.0
%

1
2
.1
%

9
.1
%

1
9
.0
%

1
0
.3
%

0
.0
%

無
回
答

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

Ⅴ
．
（
２
）
大
学
卒
業
後
の
キ
ャ
リ
ア
-
1

そ
う
思
う

4
2
.4
%

4
8
.9
%

2
4
.8
%

4
9
.1
%

4
1
.7
%

5
1
.6
%

5
9
.0
%

3
9
.1
%

5
0
.0
%

1
7
.6
%

1
6
.7
%

1
7
.4
%

2
4
.2
%

4
2
.4
%

4
2
.9
%

5
5
.2
%

1
0
0
.0
%

す
ぐ
に
就
職
し
て
最
初
か
ら
正
社
員
・
正
規
の
職
員
に

あ
る
程
度
そ
う
思
う

3
6
.4
%

3
3
.3
%

4
2
.2
%

3
5
.7
%

3
3
.3
%

3
5
.9
%

2
5
.6
%

3
9
.1
%

3
8
.9
%

4
7
.1
%

5
0
.0
%

4
3
.5
%

3
6
.4
%

3
6
.4
%

3
8
.1
%

3
4
.5
%

0
.0
%

な
る

そ
う
思
う
わ
な
い

2
0
.7
%

1
7
.8
%

3
2
.1
%

1
4
.3
%

2
5
.0
%

1
2
.5
%

1
5
.4
%

2
1
.7
%

1
1
.1
%

3
5
.3
%

3
3
.3
%

3
9
.1
%

3
6
.4
%

1
8
.2
%

1
9
.0
%

1
0
.3
%

0
.0
%

無
回
答

0
.5
%

0
.0
%

0
.9
%

0
.9
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

3
.0
%

3
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

Ⅴ
．
（
２
）
大
学
卒
業
後
の
キ
ャ
リ
ア
-
2

そ
う
思
う

2
.3
%

3
.4
%

0
.9
%

1
.8
%

0
.0
%

3
.1
%

5
.1
%

8
.7
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

3
.0
%

6
.1
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

す
ぐ
に
就
職
す
る
が
正
社
員
・
正
規
の
職
員
に
こ
だ
わ

あ
る
程
度
そ
う
思
う

1
8
.4
%

1
9
.5
%

1
5
.6
%

1
9
.6
%

1
2
.5
%

1
7
.2
%

1
7
.9
%

4
3
.5
%

1
6
.7
%

0
.0
%

1
1
.1
%

2
1
.7
%

2
1
.2
%

1
2
.1
%

9
.5
%

2
7
.6
%

0
.0
%

ら
な
い

そ
う
思
う
わ
な
い

7
8
.8
%

7
7
.0
%

8
2
.6
%

7
7
.7
%

8
7
.5
%

7
9
.7
%

7
6
.9
%

4
7
.8
%

8
3
.3
%

1
0
0
.0
%

8
8.
9
%

7
8
.3
%

7
2
.7
%

7
8
.8
%

9
0
.5
%

7
2
.4
%

1
0
0
.0
%

無
回
答

0
.5
%

0
.0
%

0
.9
%

0
.9
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

3
.0
%

3
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

Ⅴ
．
（
２
）
大
学
卒
業
後
の
キ
ャ
リ
ア
-
3

そ
う
思
う

3
0
.6
%

2
5
.9
%

4
5
.9
%

2
3
.2
%

2
9
.2
%

2
1
.9
%

2
5
.6
%

3
0
.4
%

2
2
.2
%

6
4
.7
%

5
5
.6
%

4
7
.8
%

4
2
.4
%

2
7
.3
%

2
8
.6
%

1
9
.0
%

0
.0
%

す
ぐ
に
大
学
院
な
ど
に
進
学
す
る

あ
る
程
度
そ
う
思
う

3
8
.9
%

3
2
.2
%

4
1
.3
%

4
6
.4
%

3
9
.6
%

3
2
.8
%

2
8
.2
%

2
1
.7
%

5
0
.0
%

2
9
.4
%

3
3
.3
%

4
3
.5
%

4
5
.5
%

5
1
.5
%

5
2
.4
%

4
1
.4
%

1
0
0
.0
%

そ
う
思
う
わ
な
い

3
0
.6
%

4
2
.0
%

1
2
.8
%

3
0
.4
%

3
1
.3
%

4
5
.3
%

4
6
.2
%

4
7
.8
%

2
7
.8
%

5
.9
%

1
1
.1
%

8
.7
%

1
2
.1
%

2
1
.2
%

1
9
.0
%

3
9
.7
%

0
.0
%

無
回
答

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

Ⅴ
．
（
２
）
大
学
卒
業
後
の
キ
ャ
リ
ア
-
4

そ
う
思
う

0
.8
%

1
.1
%

0
.9
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

5
.1
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

5
.6
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

就
職
し
て
か
ら
大
学
院
へ
の
進
学
を
考
え
る

あ
る
程
度
そ
う
思
う

1
6
.7
%

1
9
.5
%

1
5
.6
%

1
3
.4
%

1
6
.7
%

1
5
.6
%

2
0
.5
%

3
4
.8
%

1
6
.7
%

5
.9
%

2
2
.2
%

8
.7
%

2
1
.2
%

1
5
.2
%

1
4
.3
%

1
2
.1
%

0
.0
%

そ
う
思
う
わ
な
い

8
1
.8
%

7
9
.3
%

8
2
.6
%

8
4
.8
%

8
3
.3
%

8
4
.4
%

7
4
.4
%

6
5
.2
%

8
3
.3
%

9
4
.1
%

7
2
.2
%

9
1
.3
%

7
5
.8
%

8
1
.8
%

8
1
.0
%

8
7
.9
%

1
0
0
.0
%

無
回
答

0
.8
%

0
.0
%

0
.9
%

1
.8
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

3
.0
%

3
.0
%

4
.8
%

0
.0
%

0
.0
%

Ⅴ
．
（
２
）
大
学
卒
業
後
の
キ
ャ
リ
ア
-
5

そ
う
思
う

4
.8
%

6
.3
%

4
.6
%

2
.7
%

1
0
.4
%

4
.7
%

5
.1
%

4
.3
%

1
1
.1
%

5
.9
%

0
.0
%

0
.0
%

6
.1
%

6
.1
%

4
.8
%

0
.0
%

0
.0
%

資
格
試
験
・
公
務
員
試
験
な
ど
に
合
格
す
る
ま
で
就
職

あ
る
程
度
そ
う
思
う

2
5
.5
%

2
3
.0
%

3
0
.3
%

2
5
.0
%

1
6
.7
%

2
8
.1
%

2
0
.5
%

2
6
.1
%

4
4
.4
%

5
.9
%

2
7
.8
%

2
6
.1
%

3
9
.4
%

2
1
.2
%

2
3
.8
%

2
7
.6
%

0
.0
%

し
な
い

そ
う
思
う
わ
な
い

6
8
.9
%

7
0
.1
%

6
4
.2
%

7
1
.4
%

7
2
.9
%

6
5
.6
%

7
4
.4
%

6
9
.6
%

4
4
.4
%

8
8
.2
%

7
2
.2
%

7
3
.9
%

5
1
.5
%

6
9
.7
%

7
1
.4
%

7
2
.4
%

1
0
0
.0
%

無
回
答

0
.8
%

0
.6
%

0
.9
%

0
.9
%

0
.0
%

1
.6
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

3
.0
%

3
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

Ⅴ
．
（
２
）
大
学
卒
業
後
の
キ
ャ
リ
ア
-
6

そ
う
思
う

6
.8
%

6
.3
%

1
1
.0
%

3
.6
%

1
0
.4
%

3
.1
%

7
.7
%

4
.3
%

5
.6
%

1
1
.8
%

1
1
.1
%

2
1
.7
%

6
.1
%

3
.0
%

0
.0
%

5
.2
%

0
.0
%

卒
業
後
す
ぐ
に
は
就
職
し
な
く
て
も
よ
い

あ
る
程
度
そ
う
思
う

2
1
.0
%

1
7
.8
%

3
0
.3
%

1
7
.0
%

1
2
.5
%

1
7
.2
%

1
2
.8
%

3
9
.1
%

2
2
.2
%

1
7
.6
%

5
0
.0
%

2
6
.1
%

3
3
.3
%

1
8
.2
%

2
8
.6
%

1
2
.1
%

0
.0
%

そ
う
思
う
わ
な
い

7
1
.2
%

7
5
.3
%

5
7
.8
%

7
7
.7
%

7
7
.1
%

7
9
.7
%

7
6
.9
%

5
6
.5
%

7
2
.2
%

7
0
.6
%

3
8
.9
%

5
2
.2
%

5
7
.6
%

7
5
.8
%

6
6
.7
%

8
2
.8
%

1
0
0
.0
%

無
回
答

1
.0
%

0
.6
%

0
.9
%

1
.8
%

0
.0
%

0
.0
%

2
.6
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

3
.0
%

3
.0
%

4
.8
%

0
.0
%

0
.0
%

Ⅴ
．
（
２
）
大
学
卒
業
後
の
キ
ャ
リ
ア
-
7

そ
う
思
う

4
7
.7
%

4
4
.3
%

5
1
.4
%

4
9
.1
%

4
5
.8
%

4
0
.6
%

4
8
.7
%

4
3
.5
%

7
2
.2
%

5
2
.9
%

3
8
.9
%

4
3
.5
%

5
1
.5
%

6
0
.6
%

6
6
.7
%

3
6
.2
%

1
0
0
.0
%

最
初
の
就
職
先
に
で
き
る
だ
け
長
く
勤
め
る

あ
る
程
度
そ
う
思
う

3
9
.6
%

4
1
.4
%

3
6
.7
%

4
0
.2
%

4
1
.7
%

4
5
.3
%

3
8
.5
%

3
4
.8
%

2
7
.8
%

4
1
.2
%

3
8
.9
%

3
9
.1
%

3
6
.4
%

3
3
.3
%

2
8
.6
%

4
8
.3
%

0
.0
%

そ
う
思
う
わ
な
い

1
1
.9
%

1
3
.8
%

1
1
.0
%

9
.8
%

1
2
.5
%

1
4
.1
%

1
0
.3
%

2
1
.7
%

0
.0
%

5
.9
%

2
2
.2
%

1
7
.4
%

9
.1
%

3
.0
%

4
.8
%

1
5
.5
%

0
.0
%

無
回
答

0
.8
%

0
.6
%

0
.9
%

0
.9
%

0
.0
%

0
.0
%

2
.6
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

3
.0
%

3
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

Ⅴ
．
（
２
）
大
学
卒
業
後
の
キ
ャ
リ
ア
-
8

そ
う
思
う

2
.3
%

2
.3
%

2
.8
%

1
.8
%

0
.0
%

1
.6
%

5
.1
%

4
.3
%

5
.6
%

0
.0
%

0
.0
%

4
.3
%

3
.0
%

3
.0
%

4
.8
%

0
.0
%

0
.0
%

何
年
か
し
て
転
職
や
独
立
を
す
る

あ
る
程
度
そ
う
思
う

3
1
.8
%

3
0
.5
%

3
2
.1
%

3
3
.9
%

3
1
.3
%

2
3
.4
%

3
0
.8
%

4
7
.8
%

2
2
.2
%

5
.9
%

2
7
.8
%

5
2
.2
%

3
9
.4
%

4
2
.4
%

1
9
.0
%

3
4
.5
%

0
.0
%

そ
う
思
う
わ
な
い

6
5
.2
%

6
6
.7
%

6
4
.2
%

6
3
.4
%

6
8
.8
%

7
5
.0
%

6
1
.5
%

4
7
.8
%

7
2
.2
%

9
4
.1
%

7
2
.2
%

4
3
.5
%

5
4
.5
%

5
1
.5
%

7
6
.2
%

6
5
.5
%

1
0
0
.0
%

無
回
答

0
.8
%

0
.6
%

0
.9
%

0
.9
%

0
.0
%

0
.0
%

2
.6
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

3
.0
%

3
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

Ⅴ
．
（
２
）
大
学
卒
業
後
の
キ
ャ
リ
ア
-
9

そ
う
思
う

1
.5
%

1
.7
%

0
.9
%

1
.8
%

2
.1
%

0
.0
%

5
.1
%

0
.0
%

0
.0
%

5
.9
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

4
.8
%

1
.7
%

0
.0
%

結
婚
・
出
産
し
た
ら
仕
事
を
や
め
る

あ
る
程
度
そ
う
思
う

2
9
.3
%

2
5
.9
%

3
0
.3
%

3
3
.9
%

2
5
.0
%

1
8
.8
%

3
5
.9
%

3
0
.4
%

2
7
.8
%

1
7
.6
%

4
4
.4
%

1
7
.4
%

3
9
.4
%

4
2
.4
%

2
3
.8
%

3
2
.8
%

0
.0
%

そ
う
思
う
わ
な
い

6
8
.7
%

7
2
.4
%

6
7
.9
%

6
3
.4
%

7
2
.9
%

8
1
.3
%

5
9
.0
%

6
9
.6
%

7
2
.2
%

7
6
.5
%

5
5
.6
%

8
2
.6
%

5
7
.6
%

5
4
.5
%

7
1
.4
%

6
5
.5
%

1
0
0
.0
%

無
回
答

0
.5
%

0
.0
%

0
.9
%

0
.9
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

3
.0
%

3
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

無
回
答

学
部

学
科

26



総
数

文
教

育
学

部
（
計
）

理
学

部
（
計
）

生
活

科
学

部
（
計
）

人
文

科
学

科
言

語
文

化
学

科
人

間
社

会
科

学
科

芸
術
・
表

現
行

動
学

科
数
学
科

物
理
学
科

化
学
科

生
物
学
科

情
報
科
学
科

食
物
栄
養

学
科

人
間
・
環
境

科
学
科

人
間
生
活

学
科

総
数

3
9
6

1
7
4

1
0
9

1
1
2

4
8

6
4

3
9

2
3

1
8

1
7

1
8

2
3

3
3

3
3

2
1

5
8

1

Ⅴ
．
（
３
）
将
来
へ
の
取

り
組
み
-
1

あ
て
は
ま
る

1
4
.6
%

1
7
.2
%

1
2
.8
%

1
2
.5
%

1
6
.7
%

1
4
.1
%

2
0
.5
%

2
1
.7
%

1
1
.1
%

1
1
.8
%

5
.6
%

1
7
.4
%

1
5
.2
%

9
.1
%

2
3
.8
%

1
0
.3
%

0
.0
%

将
来
の
職
業
の
準
備
は
、
自
分
か
ら
進
ん
で
し
て
い
る

ま
あ
あ
て
は
ま
る

2
4
.2
%

2
2
.4
%

2
0
.2
%

3
1
.3
%

2
0
.8
%

2
0
.3
%

2
0
.5
%

3
4
.8
%

3
8
.9
%

1
7
.6
%

2
2
.2
%

1
7
.4
%

1
2
.1
%

3
9
.4
%

1
9
.0
%

3
1
.0
%

0
.0
%

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

3
3
.1
%

2
9
.9
%

3
4
.9
%

3
6
.6
%

2
9
.2
%

3
9
.1
%

2
3
.1
%

1
7
.4
%

1
6
.7
%

3
5
.3
%

5
5
.6
%

2
6
.1
%

3
9
.4
%

4
2
.4
%

3
8
.1
%

3
2
.8
%

0
.0
%

あ
ま
り
あ
て
は

ま
ら
な
い

1
9
.2
%

2
1
.3
%

2
2
.0
%

1
2
.5
%

1
8
.8
%

2
0
.3
%

2
5
.6
%

2
1
.7
%

2
2
.2
%

1
7
.6
%

1
1
.1
%

2
6
.1
%

2
7
.3
%

9
.1
%

9
.5
%

1
5
.5
%

1
0
0
.0
%

あ
て
は

ま
ら
な
い

7
.1
%

6
.9
%

9
.2
%

5
.4
%

1
2
.5
%

3
.1
%

7
.7
%

4
.3
%

1
1
.1
%

1
7
.6
%

5
.6
%

8
.7
%

6
.1
%

0
.0
%

9
.5
%

6
.9
%

0
.0
%

無
回
答

1
.8
%

2
.3
%

0
.9
%

1
.8
%

2
.1
%

3
.1
%

2
.6
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

4
.3
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

3
.4
%

0
.0
%

あ
て
は

ま
る
（
計

）
3
8
.9
%

3
9
.7
%

3
3
.0
%

4
3
.8
%

3
7
.5
%

3
4
.4
%

4
1
.0
%

5
6
.5
%

5
0
.0
%

2
9
.4
%

2
7
.8
%

3
4
.8
%

2
7
.3
%

4
8
.5
%

4
2
.9
%

4
1
.4
%

0
.0
%

あ
て
は

ま
ら
な
い
（
計

）
2
6
.3
%

2
8
.2
%

3
1
.2
%

1
7
.9
%

3
1
.3
%

2
3
.4
%

3
3
.3
%

2
6
.1
%

3
3
.3
%

3
5
.3
%

1
6
.7
%

3
4
.8
%

3
3
.3
%

9
.1
%

1
9
.0
%

2
2
.4
%

1
0
0
.0
%

Ⅴ
．
（
３
）
将
来
へ
の
取

り
組
み
-
2

あ
て
は
ま
る

3
8
.1
%

4
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3
.4
%

0
.9
%

0
.9
%

6
.3
%

3
.1
%

2
.6
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

3
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

1
.7
%

0
.0
%

あ
て
は

ま
ら
な
い

1
.0
%

1
.1
%

0
.9
%

0
.9
%

2
.1
%

0
.0
%

2
.6
%

0
.0
%

0
.0
%

5
.9
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

1
.7
%

0
.0
%

無
回
答

1
.8
%

2
.3
%

0
.9
%

1
.8
%

2
.1
%

3
.1
%

2
.6
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

4
.3
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

3
.4
%

0
.0
%

あ
て
は

ま
る
（
計

）
8
6
.1
%

8
6
.8
%

8
1
.7
%

8
9
.3
%

8
3
.3
%

8
9
.1
%

8
7
.2
%

8
7
.0
%

9
4
.4
%

7
0
.6
%

7
7
.8
%

8
7
.0
%

7
8
.8
%

9
7
.0
%

9
0
.5
%

8
4
.5
%

1
0
0
.0
%

あ
て
は

ま
ら
な
い
（
計

）
3
.0
%

4
.6
%

1
.8
%

1
.8
%

8
.3
%

3
.1
%

5
.1
%

0
.0
%

0
.0
%

5
.9
%

0
.0
%

0
.0
%

3
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

3
.4
%

0
.0
%

無
回
答

学
部

学
科

27



総
数

文
教

育
学

部
（
計
）

理
学

部
（
計
）

生
活

科
学

部
（
計
）

人
文

科
学

科
言

語
文

化
学

科
人

間
社

会
科

学
科

芸
術
・
表

現
行

動
学

科
数
学
科

物
理
学
科

化
学
科

生
物
学
科

情
報
科
学
科

食
物
栄
養

学
科

人
間
・
環
境

科
学
科

人
間
生
活

学
科

総
数

3
9
6

1
7
4

1
0
9

1
1
2

4
8

6
4

3
9

2
3

1
8

1
7

1
8

2
3

3
3

3
3

2
1

5
8

1

Ⅴ
．
（
３
）
将
来
へ
の
取

り
組
み
-
8

あ
て
は
ま
る

1
0
.6
%

1
4
.9
%

9
.2
%

5
.4
%

1
4
.6
%

1
0
.9
%

2
3
.1
%

1
3
.0
%

1
6
.7
%

5
.9
%

1
1
.1
%

8
.7
%

6
.1
%

9
.1
%

4
.8
%

3
.4
%

0
.0
%

職
業
に
つ
く
た
め
の
目
標
を
立
て
、
そ
れ
に
向
か
っ
て

ま
あ
あ
て
は
ま
る

2
9
.5
%

2
7
.0
%

2
5
.7
%

3
7
.5
%

2
0
.8
%

3
1
.3
%

2
8
.2
%

2
6
.1
%

4
4
.4
%

2
3
.5
%

2
2
.2
%

2
1
.7
%

2
1
.2
%

3
9
.4
%

4
2
.9
%

3
4
.5
%

0
.0
%

努
力

し
て
い
る

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

3
0
.1
%

2
8
.7
%

3
3
.0
%

2
9
.5
%

2
7
.1
%

3
1
.3
%

1
7
.9
%

4
3
.5
%

1
6
.7
%

2
9
.4
%

5
5
.6
%

2
6
.1
%

3
6
.4
%

3
0
.3
%

2
3
.8
%

3
1
.0
%

0
.0
%

あ
ま
り
あ
て
は

ま
ら
な
い

2
0
.2
%

2
1
.3
%

1
8
.3
%

1
9
.6
%

2
5
.0
%

2
1
.9
%

2
3
.1
%

8
.7
%

1
1
.1
%

1
1
.8
%

1
1
.1
%

3
0
.4
%

2
1
.2
%

1
2
.1
%

2
3
.8
%

2
2
.4
%

1
0
0
.0
%

あ
て
は

ま
ら
な
い

7
.8
%

5
.7
%

1
2
.8
%

6
.3
%

1
0
.4
%

1
.6
%

5
.1
%

8
.7
%

1
1
.1
%

2
9
.4
%

0
.0
%

8
.7
%

1
5
.2
%

9
.1
%

4
.8
%

5
.2
%

0
.0
%

無
回
答

1
.8
%

2
.3
%

0
.9
%

1
.8
%

2
.1
%

3
.1
%

2
.6
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

4
.3
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

3
.4
%

0
.0
%

あ
て
は

ま
る
（
計

）
4
0
.2
%

4
2
.0
%

3
4
.9
%

4
2
.9
%

3
5
.4
%

4
2
.2
%

5
1
.3
%

3
9
.1
%

6
1
.1
%

2
9
.4
%

3
3
.3
%

3
0
.4
%

2
7
.3
%

4
8
.5
%

4
7
.6
%

3
7
.9
%

0
.0
%

あ
て
は

ま
ら
な
い
（
計

）
2
8
.0
%

2
7
.0
%

3
1
.2
%

2
5
.9
%

3
5
.4
%

2
3
.4
%

2
8
.2
%

1
7
.4
%

2
2
.2
%

4
1
.2
%

1
1
.1
%

3
9
.1
%

3
6
.4
%

2
1
.2
%

2
8
.6
%

2
7
.6
%

1
0
0
.0
%

Ⅴ
．
（
３
）
将
来
へ
の
取

り
組
み
-
9

あ
て
は
ま
る

2
1
.5
%

2
7
.6
%

1
4
.7
%

1
8
.8
%

3
3
.3
%

2
5
.0
%

3
0
.8
%

1
7
.4
%

1
6
.7
%

5
.9
%

1
1
.1
%

3
0
.4
%

9
.1
%

9
.1
%

1
9
.0
%

2
4
.1
%

0
.0
%

職
業
を
選
ぶ
こ
と
に
つ
い
て
、
人
に
尋
ね
た
り
、
本
で
調

ま
あ
あ
て
は
ま
る

3
4
.6
%

3
2
.2
%

3
0
.3
%

4
2
.0
%

3
1
.3
%

3
4
.4
%

2
3
.1
%

4
3
.5
%

3
3
.3
%

2
9
.4
%

3
8
.9
%

2
6
.1
%

2
7
.3
%

5
4
.5
%

4
2
.9
%

3
4
.5
%

1
0
0
.0
%

べ
て
い
る

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

2
2
.0
%

1
9
.0
%

3
3
.0
%

1
6
.1
%

1
6
.7
%

2
0
.3
%

2
3
.1
%

1
3
.0
%

3
8
.9
%

2
9
.4
%

1
6
.7
%

2
6
.1
%

4
5
.5
%

1
8
.2
%

1
4
.3
%

1
5
.5
%

0
.0
%

あ
ま
り
あ
て
は

ま
ら
な
い

1
6
.7
%

1
5
.5
%

1
5
.6
%

1
9
.6
%

1
4
.6
%

1
4
.1
%

1
7
.9
%

1
7
.4
%

1
1
.1
%

1
7
.6
%

3
3
.3
%

8
.7
%

1
2
.1
%

1
5
.2
%

2
3
.8
%

2
0
.7
%

0
.0
%

あ
て
は

ま
ら
な
い

3
.5
%

3
.4
%

5
.5
%

1
.8
%

2
.1
%

3
.1
%

2
.6
%

8
.7
%

0
.0
%

1
7
.6
%

0
.0
%

4
.3
%

6
.1
%

3
.0
%

0
.0
%

1
.7
%

0
.0
%

無
回
答

1
.8
%

2
.3
%

0
.9
%

1
.8
%

2
.1
%

3
.1
%

2
.6
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

4
.3
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

3
.4
%

0
.0
%

あ
て
は

ま
る
（
計

）
5
6
.1
%

5
9
.8
%

4
5
.0
%

6
0
.7
%

6
4
.6
%

5
9
.4
%

5
3
.8
%

6
0
.9
%

5
0
.0
%

3
5
.3
%

5
0
.0
%

5
6
.5
%

3
6
.4
%

6
3
.6
%

6
1
.9
%

5
8
.6
%

1
0
0
.0
%

あ
て
は

ま
ら
な
い
（
計

）
2
0
.2
%

1
9
.0
%

2
1
.1
%

2
1
.4
%

1
6
.7
%

1
7
.2
%

2
0
.5
%

2
6
.1
%

1
1
.1
%

3
5
.3
%

3
3
.3
%

1
3
.0
%

1
8
.2
%

1
8
.2
%

2
3
.8
%

2
2
.4
%

0
.0
%

Ⅴ
．
（
３
）
将
来
へ
の
取
り
組
み
-
1
0

あ
て
は
ま
る

4
8
.2
%

4
5
.4
%

4
5
.0
%

5
5
.4
%

4
7
.9
%

4
0
.6
%

5
1
.3
%

4
3
.5
%

7
2
.2
%

2
9
.4
%

4
4
.4
%

5
6
.5
%

3
0
.3
%

6
3
.6
%

4
7
.6
%

5
3
.4
%

1
0
0
.0
%

将
来

の
職

業
に
つ
い
て
は

、
自

分
の

意
思

で
決

め
て
い

ま
あ
あ
て
は

ま
る

3
4
.3
%

3
5
.6
%

3
3
.0
%

3
3
.9
%

2
5
.0
%

4
8
.4
%

2
5
.6
%

3
9
.1
%

1
6
.7
%

3
5
.3
%

5
0
.0
%

1
3
.0
%

4
5
.5
%

2
7
.3
%

4
2
.9
%

3
4
.5
%

0
.0
%

る
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

1
1
.6
%

1
2
.1
%

1
5
.6
%

7
.1
%

1
6
.7
%

6
.3
%

1
5
.4
%

1
3
.0
%

1
1
.1
%

2
3
.5
%

5
.6
%

1
7
.4
%

1
8
.2
%

6
.1
%

9
.5
%

6
.9
%

0
.0
%

あ
ま
り
あ
て
は

ま
ら
な
い

2
.8
%

4
.0
%

3
.7
%

0
.0
%

8
.3
%

1
.6
%

2
.6
%

4
.3
%

0
.0
%

5
.9
%

0
.0
%

4
.3
%

6
.1
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

あ
て
は

ま
ら
な
い

1
.0
%

0
.6
%

1
.8
%

0
.9
%

0
.0
%

0
.0
%

2
.6
%

0
.0
%

0
.0
%

5
.9
%

0
.0
%

4
.3
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

1
.7
%

0
.0
%

無
回
答

2
.0
%

2
.3
%

0
.9
%

2
.7
%

2
.1
%

3
.1
%

2
.6
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

4
.3
%

0
.0
%

3
.0
%

0
.0
%

3
.4
%

0
.0
%

あ
て
は

ま
る
（
計

）
8
2
.6
%

8
1
.0
%

7
8
.0
%

8
9
.3
%

7
2
.9
%

8
9
.1
%

7
6
.9
%

8
2
.6
%

8
8
.9
%

6
4
.7
%

9
4
.4
%

6
9
.6
%

7
5
.8
%

9
0
.9
%

9
0
.5
%

8
7
.9
%

1
0
0
.0
%

あ
て
は

ま
ら
な
い
（
計

）
3
.8
%

4
.6
%

5
.5
%

0
.9
%

8
.3
%

1
.6
%

5
.1
%

4
.3
%

0
.0
%

1
1
.8
%

0
.0
%

8
.7
%

6
.1
%

0
.0
%

0
.0
%

1
.7
%

0
.0
%

Ⅴ
．
（
３
）
将
来
へ
の
取
り
組
み
-
1
1

あ
て
は
ま
る

3
9
.6
%

4
0
.8
%

4
1
.3
%

3
5
.7
%

4
5
.8
%

3
5
.9
%

3
8
.5
%

4
7
.8
%

5
5
.6
%

4
1
.2
%

4
4
.4
%

4
3
.5
%

3
0
.3
%

3
6
.4
%

3
3
.3
%

3
6
.2
%

1
0
0
.0
%

何
の
た
め
に
就
職
す
る
の
か
を
考
え
て
い
る

ま
あ
あ
て
は
ま
る

3
6
.1
%

3
6
.2
%

3
2
.1
%

4
0
.2
%

2
5
.0
%

3
5
.9
%

4
8
.7
%

3
9
.1
%

2
2
.2
%

4
1
.2
%

2
2
.2
%

2
6
.1
%

4
2
.4
%

4
5
.5
%

3
8
.1
%

3
7
.9
%

0
.0
%

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

1
4
.1
%

1
2
.1
%

1
4
.7
%

1
7
.0
%

1
4
.6
%

1
5
.6
%

7
.7
%

4
.3
%

1
1
.1
%

5
.9
%

2
7
.8
%

1
3
.0
%

1
5
.2
%

1
5
.2
%

1
9
.0
%

1
7
.2
%

0
.0
%

あ
ま
り
あ
て
は

ま
ら
な
い

7
.1
%

8
.0
%

9
.2
%

3
.6
%

1
2
.5
%

7
.8
%

2
.6
%

8
.7
%

5
.6
%

1
1
.8
%

5
.6
%

8
.7
%

1
2
.1
%

0
.0
%

9
.5
%

3
.4
%

0
.0
%

あ
て
は

ま
ら
な
い

1
.0
%

0
.6
%

1
.8
%

0
.9
%

0
.0
%

1
.6
%

0
.0
%

0
.0
%

5
.6
%

0
.0
%

0
.0
%

4
.3
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

1
.7
%

0
.0
%

無
回
答

2
.0
%

2
.3
%

0
.9
%

2
.7
%

2
.1
%

3
.1
%

2
.6
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

4
.3
%

0
.0
%

3
.0
%

0
.0
%

3
.4
%

0
.0
%

あ
て
は

ま
る
（
計

）
7
5
.8
%

7
7
.0
%

7
3
.4
%

7
5
.9
%

7
0
.8
%

7
1
.9
%

8
7
.2
%

8
7
.0
%

7
7
.8
%

8
2
.4
%

6
6
.7
%

6
9
.6
%

7
2
.7
%

8
1
.8
%

7
1
.4
%

7
4
.1
%

1
0
0
.0
%

あ
て
は

ま
ら
な
い
（
計

）
8
.1
%

8
.6
%

1
1
.0
%

4
.5
%

1
2
.5
%

9
.4
%

2
.6
%

8
.7
%

1
1
.1
%

1
1
.8
%

5
.6
%

1
3
.0
%

1
2
.1
%

0
.0
%

9
.5
%

5
.2
%

0
.0
%

Ⅴ
．
（
３
）
将
来
へ
の
取
り
組
み
-
1
2

あ
て
は
ま
る

9
.3
%

1
2
.1
%

6
.4
%

8
.0
%

8
.3
%

1
0
.9
%

2
0
.5
%

8
.7
%

1
6
.7
%

0
.0
%

1
1
.1
%

4
.3
%

3
.0
%

6
.1
%

9
.5
%

8
.6
%

0
.0
%

希
望

す
る
職

業
に
つ
く
た
め
の

道
筋

が
わ

か
っ
て
い
る

ま
あ
あ
て
は

ま
る

2
6
.8
%

2
8
.7
%

1
8
.3
%

3
2
.1
%

2
7
.1
%

2
9
.7
%

2
8
.2
%

3
0
.4
%

3
3
.3
%

1
7
.6
%

1
6
.7
%

8
.7
%

1
8
.2
%

3
3
.3
%

4
2
.9
%

2
7
.6
%

0
.0
%

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

3
0
.1
%

2
2
.4
%

3
9
.4
%

3
3
.0
%

2
2
.9
%

2
6
.6
%

1
5
.4
%

2
1
.7
%

1
6
.7
%

5
8
.8
%

3
8
.9
%

4
3
.5
%

3
9
.4
%

2
7
.3
%

2
8
.6
%

3
7
.9
%

0
.0
%

あ
ま
り
あ
て
は

ま
ら
な
い

2
2
.5
%

2
4
.1
%

2
3
.9
%

1
7
.9
%

2
2
.9
%

2
3
.4
%

2
5
.6
%

2
6
.1
%

1
6
.7
%

5
.9
%

3
3
.3
%

3
4
.8
%

2
4
.2
%

2
4
.2
%

1
9
.0
%

1
3
.8
%

1
0
0
.0
%

あ
て
は

ま
ら
な
い

9
.3
%

1
0
.3
%

1
1
.0
%

6
.3
%

1
6
.7
%

6
.3
%

7
.7
%

1
3
.0
%

1
6
.7
%

1
7
.6
%

0
.0
%

4
.3
%

1
5
.2
%

6
.1
%

0
.0
%

8
.6
%

0
.0
%

無
回
答

2
.0
%

2
.3
%

0
.9
%

2
.7
%

2
.1
%

3
.1
%

2
.6
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

4
.3
%

0
.0
%

3
.0
%

0
.0
%

3
.4
%

0
.0
%

あ
て
は

ま
る
（
計

）
3
6
.1
%

4
0
.8
%

2
4
.8
%

4
0
.2
%

3
5
.4
%

4
0
.6
%

4
8
.7
%

3
9
.1
%

5
0
.0
%

1
7
.6
%

2
7
.8
%

1
3
.0
%

2
1
.2
%

3
9
.4
%

5
2
.4
%

3
6
.2
%

0
.0
%

あ
て
は

ま
ら
な
い
（
計

）
3
1
.8
%

3
4
.5
%

3
4
.9
%

2
4
.1
%

3
9
.6
%

2
9
.7
%

3
3
.3
%

3
9
.1
%

3
3
.3
%

2
3
.5
%

3
3
.3
%

3
9
.1
%

3
9
.4
%

3
0
.3
%

1
9
.0
%

2
2
.4
%

1
0
0
.0
%

Ⅴ
．
（
３
）
将
来
へ
の
取
り
組
み
-
1
3

あ
て
は
ま
る

1
4
.1
%

1
6
.1
%

1
1
.0
%

1
4
.3
%

1
2
.5
%

1
2
.5
%

2
5
.6
%

1
7
.4
%

2
2
.2
%

5
.9
%

5
.6
%

1
7
.4
%

6
.1
%

1
5
.2
%

9
.5
%

1
5
.5
%

0
.0
%

将
来

の
職

業
や

就
職

先
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
比

較
し

ま
あ
あ
て
は

ま
る

2
7
.3
%

2
7
.6
%

1
8
.3
%

3
5
.7
%

3
1
.3
%

2
5
.0
%

2
8
.2
%

2
6
.1
%

2
7
.8
%

2
3
.5
%

5
.6
%

1
7
.4
%

1
8
.2
%

3
0
.3
%

4
2
.9
%

3
6
.2
%

0
.0
%

検
討

し
て
い
る

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

2
7
.0
%

2
3
.6
%

3
8
.5
%

2
1
.4
%

2
5
.0
%

2
6
.6
%

1
5
.4
%

2
6
.1
%

2
7
.8
%

4
1
.2
%

6
1
.1
%

2
1
.7
%

4
2
.4
%

2
4
.2
%

2
3
.8
%

1
9
.0
%

0
.0
%

あ
ま
り
あ
て
は

ま
ら
な
い

2
2
.5
%

2
2
.4
%

2
4
.8
%

1
9
.6
%

2
2
.9
%

2
6
.6
%

1
7
.9
%

1
7
.4
%

1
1
.1
%

1
7
.6
%

2
7
.8
%

3
9
.1
%

2
4
.2
%

2
1
.2
%

1
9
.0
%

1
9
.0
%

1
0
0
.0
%

あ
て
は

ま
ら
な
い

7
.1
%

8
.0
%

6
.4
%

6
.3
%

6
.3
%

6
.3
%

1
0
.3
%

1
3
.0
%

1
1
.1
%

1
1
.8
%

0
.0
%

0
.0
%

9
.1
%

6
.1
%

4
.8
%

6
.9
%

0
.0
%

無
回
答

2
.0
%

2
.3
%

0
.9
%

2
.7
%

2
.1
%

3
.1
%

2
.6
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

4
.3
%

0
.0
%

3
.0
%

0
.0
%

3
.4
%

0
.0
%

あ
て
は

ま
る
（
計

）
4
1
.4
%

4
3
.7
%

2
9
.4
%

5
0
.0
%

4
3
.8
%

3
7
.5
%

5
3
.8
%

4
3
.5
%

5
0
.0
%

2
9
.4
%

1
1
.1
%

3
4
.8
%

2
4
.2
%

4
5
.5
%

5
2
.4
%

5
1
.7
%

0
.0
%

あ
て
は

ま
ら
な
い
（
計

）
2
9
.5
%

3
0
.5
%

3
1
.2
%

2
5
.9
%

2
9
.2
%

3
2
.8
%

2
8
.2
%

3
0
.4
%

2
2
.2
%

2
9
.4
%

2
7
.8
%

3
9
.1
%

3
3
.3
%

2
7
.3
%

2
3
.8
%

2
5
.9
%

1
0
0
.0
%

Ⅴ
．
（
３
）
将
来
へ
の
取
り
組
み
-
1
4

あ
て
は
ま
る

3
0
.3
%

3
1
.6
%

2
4
.8
%

3
3
.0
%

2
5
.0
%

3
7
.5
%

3
3
.3
%

2
6
.1
%

5
5
.6
%

1
1
.8
%

1
6
.7
%

3
4
.8
%

1
2
.1
%

2
4
.2
%

3
8
.1
%

3
6
.2
%

1
0
0
.0
%

将
来

の
職

業
や

就
職

先
は

、
自

分
で
責

任
を
も
っ
て
決

ま
あ
あ
て
は

ま
る

3
5
.4
%

2
7
.0
%

3
6
.7
%

4
7
.3
%

2
5
.0
%

2
5
.0
%

2
5
.6
%

3
9
.1
%

2
2
.2
%

5
8
.8
%

4
4
.4
%

2
6
.1
%

3
6
.4
%

6
0
.6
%

3
8
.1
%

4
3
.1
%

0
.0
%

め
て
い
る

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

2
1
.2
%

2
4
.7
%

2
5
.7
%

1
1
.6
%

2
5
.0
%

2
5
.0
%

2
3
.1
%

2
6
.1
%

1
6
.7
%

1
7
.6
%

3
8
.9
%

1
3
.0
%

3
6
.4
%

9
.1
%

1
9
.0
%

1
0
.3
%

0
.0
%

あ
ま
り
あ
て
は

ま
ら
な
い

7
.3
%

9
.2
%

7
.3
%

4
.5
%

1
4
.6
%

9
.4
%

7
.7
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

2
1
.7
%

9
.1
%

3
.0
%

4
.8
%

5
.2
%

0
.0
%

あ
て
は

ま
ら
な
い

3
.8
%

5
.2
%

4
.6
%

0
.9
%

8
.3
%

0
.0
%

7
.7
%

8
.7
%

5
.6
%

1
1
.8
%

0
.0
%

0
.0
%

6
.1
%

0
.0
%

0
.0
%

1
.7
%

0
.0
%

無
回
答

2
.0
%

2
.3
%

0
.9
%

2
.7
%

2
.1
%

3
.1
%

2
.6
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

4
.3
%

0
.0
%

3
.0
%

0
.0
%

3
.4
%

0
.0
%

あ
て
は

ま
る
（
計

）
6
5
.7
%

5
8
.6
%

6
1
.5
%

8
0
.4
%

5
0
.0
%

6
2
.5
%

5
9
.0
%

6
5
.2
%

7
7
.8
%

7
0
.6
%

6
1
.1
%

6
0
.9
%

4
8
.5
%

8
4
.8
%

7
6
.2
%

7
9
.3
%

1
0
0
.0
%

あ
て
は

ま
ら
な
い
（
計

）
1
1
.1
%

1
4
.4
%

1
1
.9
%

5
.4
%

2
2
.9
%

9
.4
%

1
5
.4
%

8
.7
%

5
.6
%

1
1
.8
%

0
.0
%

2
1
.7
%

1
5
.2
%

3
.0
%

4
.8
%

6
.9
%

0
.0
%

無
回
答

学
部

学
科

28



29



2
0
1
1
年

度
入

学
予

定
者

の
保

護
者

用
（
学

部
･学

科
内

に
於

け
る
割

合
）

総
数

文
教

育
学

部
（
計
）

理
学

部
（
計
）

生
活

科
学

部
（
計
）

人
文

科
学

科
言

語
文

化
学

科
人

間
社

会
科

学
科

芸
術
・
表

現
行

動
学

科
数
学
科

物
理
学
科

化
学
科

生
物
学
科

情
報
科
学
科

食
物
栄
養

学
科

人
間
・
環
境

科
学
科

人
間
生
活

学
科

総
数

3
8
2

1
6
5

1
0
5

1
0
7

4
7

6
0

3
6

2
2

1
8

1
6

1
8

2
0

3
3

3
1

2
0

5
6

1

（
１
）

父
親

9
0
.8
%

9
1
.5
%

8
9
.5
%

9
1
.6
%

9
3
.6
%

8
5
.0
%

1
0
0
.0
%

9
0
.9
%

8
8
.9
%

9
3
.8
%

8
3
.3
%

9
0
.0
%

9
0
.9
%

9
6
.8
%

9
0
.0
%

8
9
.3
%

1
0
0
.0
%

家
計
を
支
え
て
い
る
人

母
親

9
.7
%

7
.9
%

1
2
.4
%

9
.3
%

6
.4
%

1
3
.3
%

0
.0
%

9
.1
%

1
1
.1
%

6
.3
%

2
2
.2
%

1
0
.0
%

1
2
.1
%

3
.2
%

1
0
.0
%

1
2
.5
%

0
.0
%

入
学
予
定
者
本
人

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

そ
の
他

0
.3
%

0
.6
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

1
.7
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

無
回
答

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

（
２
）

勤
労
者

8
4
.8
%

8
3
.6
%

8
0
.0
%

9
0
.7
%

8
5
.1
%

8
5
.0
%

8
6
.1
%

7
2
.7
%

8
3
.3
%

8
1
.3
%

7
7
.8
%

8
0
.0
%

7
8
.8
%

8
7
.1
%

9
0
.0
%

9
2
.9
%

1
0
0
.0
%

家
計
を
支
え
て
い
る
人
の
職
業

個
人
営
業

6
.0
%

6
.1
%

5
.7
%

6
.5
%

4
.3
%

3
.3
%

5
.6
%

1
8
.2
%

5
.6
%

1
2
.5
%

5
.6
%

5
.0
%

3
.0
%

1
2
.9
%

5
.0
%

3
.6
%

0
.0
%

法
人
経
営
者
、
自
由
業
者

5
.5
%

6
.1
%

8
.6
%

1
.9
%

8
.5
%

5
.0
%

5
.6
%

4
.5
%

0
.0
%

6
.3
%

5
.6
%

1
5
.0
%

1
2
.1
%

0
.0
%

0
.0
%

3
.6
%

0
.0
%

農
林
水
産
業
者

0
.5
%

0
.0
%

1
.9
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

1
1
.1
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

そ
の
他

1
.0
%

2
.4
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

3
.3
%

2
.8
%

4
.5
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

働
い
て
い
な
い

1
.6
%

1
.8
%

2
.9
%

0
.0
%

2
.1
%

3
.3
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

1
1
.1
%

0
.0
%

3
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

無
回
答

0
.5
%

0
.0
%

1
.0
%

0
.9
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

3
.0
%

0
.0
%

5
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

（
３
）

フ
ル
タ
イ
ム
勤
務

8
1
.7
%

8
4
.2
%

7
5
.2
%

8
5
.0
%

8
5
.1
%

8
1
.7
%

9
4
.4
%

7
2
.7
%

7
7
.8
%

7
5
.0
%

7
7
.8
%

7
0
.0
%

7
5
.8
%

9
0
.3
%

8
5
.0
%

8
2
.1
%

1
0
0
.0
%

父
親
の
職
業

パ
ー
ト
タ
イ
ム
勤
務

1
.6
%

2
.4
%

0
.0
%

0
.9
%

2
.1
%

3
.3
%

2
.8
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

1
.8
%

0
.0
%

自
営

9
.2
%

6
.7
%

1
5
.2
%

7
.5
%

4
.3
%

5
.0
%

2
.8
%

2
2
.7
%

1
6
.7
%

1
8
.8
%

5
.6
%

2
0
.0
%

1
5
.2
%

9
.7
%

5
.0
%

7
.1
%

0
.0
%

無
職

1
.8
%

1
.8
%

1
.9
%

1
.9
%

2
.1
%

3
.3
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

5
.6
%

0
.0
%

3
.0
%

0
.0
%

5
.0
%

1
.8
%

0
.0
%

い
な
い

5
.0
%

3
.0
%

7
.6
%

4
.7
%

2
.1
%

6
.7
%

0
.0
%

0
.0
%

5
.6
%

6
.3
%

1
1
.1
%

1
0
.0
%

6
.1
%

0
.0
%

5
.0
%

7
.1
%

0
.0
%

無
回
答

0
.8
%

1
.8
%

0
.0
%

0
.0
%

4
.3
%

0
.0
%

0
.0
%

4
.5
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

該
当
者

3
1
2

1
3
9

7
9

9
1

4
0

4
9

3
4

1
6

1
4

1
2

1
4

1
4

2
5

2
8

1
7

4
6

1

（
４
）

専
門
職
（
医
師
・
弁
護
士
・
研
究
者
・
教
師
な
ど
）

2
4
.4
%

2
4
.5
%

2
4
.1
%

2
5
.3
%

2
5
.0
%

2
4
.5
%

2
3
.5
%

2
5
.0
%

2
1
.4
%

2
5
.0
%

1
4
.3
%

3
5
.7
%

2
4
.0
%

2
5
.0
%

1
1
.8
%

3
0
.4
%

0
.0
%

父
親
の
職
種

技
術
職
（
エ
ン
ジ
ニ
ア
・
情
報
処
理
技
術
者
な
ど
）

1
5
.1
%

1
0
.8
%

2
0
.3
%

1
7
.6
%

1
7
.5
%

8
.2
%

2
.9
%

1
8
.8
%

1
4
.3
%

2
5
.0
%

1
4
.3
%

2
1
.4
%

2
4
.0
%

1
7
.9
%

5
.9
%

2
1
.7
%

0
.0
%

管
理
職
（
会
社
・
団
体
の
役
員
、
部
課
長
・
工
場
長
・
支
店
長
な
ど
）

3
6
.5
%

3
7
.4
%

3
2
.9
%

3
6
.3
%

3
5
.0
%

3
2
.7
%

4
7
.1
%

3
7
.5
%

2
1
.4
%

4
1
.7
%

4
2
.9
%

2
8
.6
%

3
2
.0
%

5
0
.0
%

4
7
.1
%

2
3
.9
%

1
0
0
.0
%

事
務
職
（
庶
務
・
人
事
・
経
理
・
調
査
・
企
画

・
秘
書

・
受
付

な
ど
）

1
0
.9
%

9
.4
%

7
.6
%

1
6
.5
%

7
.5
%

1
0
.2
%

1
4
.7
%

0
.0
%

1
4
.3
%

0
.0
%

7
.1
%

7
.1
%

8
.0
%

7
.1
%

2
3
.5
%

1
9
.6
%

0
.0
%

営
業
職
（
セ
ー
ル
ス
マ
ン
・
生
命
保
険
外
交

員
な
ど
）

3
.8
%

5
.0
%

5
.1
%

1
.1
%

5
.0
%

8
.2
%

0
.0
%

6
.3
%

7
.1
%

8
.3
%

7
.1
%

0
.0
%

4
.0
%

0
.0
%

5
.9
%

0
.0
%

0
.0
%

販
売
職
（
デ
パ
ー
ト
・
ス
ー
パ
ー
の
店
員
な
ど
）

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

サ
ー
ビ
ス
職
（
美
容
師
・
調
理
師
・
客
室
乗
務
員
・
旅
行
添
乗
員
な
ど
）

1
.9
%

3
.6
%

1
.3
%

0
.0
%

5
.0
%

2
.0
%

5
.9
%

0
.0
%

7
.1
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

保
安
職
（
警
察
官
・
消
防
士
・
警
備
員
な
ど
）

2
.6
%

2
.2
%

5
.1
%

1
.1
%

2
.5
%

4
.1
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

1
4
.3
%

7
.1
%

4
.0
%

0
.0
%

5
.9
%

0
.0
%

0
.0
%

農
林
漁
業
職
（
農
業
従
事
者
・
家
畜
飼
育
者
・
植
木
職
・
漁
船
船
員
な
ど
）

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

運
輸

通
信

職
（
鉄

道
機

関
士

・
運

転
手

・
船

舶
や

航
空

機
の

操
縦

士
な
ど
）

1
.3
%

2
.9
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

2
.0
%

2
.9
%

1
2
.5
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

生
産

労
務

職
（
機

械
組

立
修

理
工

・
食

料
品

製
造

工
・
土

木
作

業
者

な
ど
）

1
.9
%

2
.9
%

1
.3
%

1
.1
%

2
.5
%

6
.1
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

4
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

2
.2
%

0
.0
%

そ
の
他

1
.0
%

1
.4
%

0
.0
%

1
.1
%

0
.0
%

2
.0
%

2
.9
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

2
.2
%

0
.0
%

無
回
答

0
.6
%

0
.0
%

2
.5
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

1
4
.3
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

総
数

3
8
2

1
6
5

1
0
5

1
0
7

4
7

6
0

3
6

2
2

1
8

1
6

1
8

2
0

3
3

3
1

2
0

5
6

1

（
５
）

フ
ル
タ
イ
ム
勤
務

2
7
.5
%

2
7
.3
%

2
5
.7
%

2
9
.0
%

3
1
.9
%

2
5
.0
%

3
0
.6
%

1
8
.2
%

2
2
.2
%

3
7
.5
%

2
7
.8
%

2
0
.0
%

2
4
.2
%

2
2
.6
%

4
0
.0
%

2
8
.6
%

1
0
0
.0
%

母
親
の
職
業

パ
ー
ト
タ
イ
ム
勤
務

3
2
.7
%

3
3
.3
%

2
8
.6
%

3
4
.6
%

2
5
.5
%

3
6
.7
%

3
6
.1
%

3
6
.4
%

2
2
.2
%

2
5
.0
%

1
6
.7
%

2
0
.0
%

4
5
.5
%

3
2
.3
%

3
5
.0
%

3
5
.7
%

0
.0
%

自
営

6
.8
%

4
.8
%

1
0
.5
%

6
.5
%

0
.0
%

3
.3
%

5
.6
%

1
8
.2
%

1
1
.1
%

0
.0
%

1
6
.7
%

1
5
.0
%

9
.1
%

6
.5
%

1
0
.0
%

5
.4
%

0
.0
%

無
職

3
0
.9
%

3
1
.5
%

3
3
.3
%

2
9
.0
%

3
8
.3
%

3
0
.0
%

2
7
.8
%

2
7
.3
%

3
3
.3
%

3
7
.5
%

3
8
.9
%

4
5
.0
%

2
1
.2
%

3
5
.5
%

1
5
.0
%

3
0
.4
%

0
.0
%

い
な
い

1
.6
%

3
.0
%

1
.0
%

0
.0
%

4
.3
%

5
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

5
.6
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

無
回
答

0
.5
%

0
.0
%

1
.0
%

0
.9
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

5
.6
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

3
.2
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

該
当
者

1
0
5

4
5

2
7

3
1

1
5

1
5

1
1

4
4

6
5

4
8

7
8

1
6

1

（
６
）

専
門
職
（
医
師
・
弁
護
士
・
研
究
者
・
教
師
な
ど
）

4
6
.7
%

4
0
.0
%

2
9
.6
%

7
1
.0
%

2
6
.7
%

4
6
.7
%

4
5
.5
%

5
0
.0
%

2
5
.0
%

3
3
.3
%

0
.0
%

2
5
.0
%

5
0
.0
%

8
5
.7
%

6
2
.5
%

6
8
.8
%

1
0
0
.0
%

母
親
の
職
種

技
術
職
（
エ
ン
ジ
ニ
ア
・
情
報
処
理
技
術
者
な
ど
）

1
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

3
.2
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

6
.3
%

0
.0
%

管
理
職
（
会
社
・
団
体
の
役
員
、
部
課
長
・
工
場
長
・
支
店
長
な
ど
）

6
.7
%

1
3
.3
%

3
.7
%

0
.0
%

2
0
.0
%

6
.7
%

1
8
.2
%

0
.0
%

0
.0
%

1
6
.7
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

事
務
職
（
庶
務
・
人
事
・
経
理
・
調
査
・
企
画

・
秘
書

・
受
付

な
ど
）

3
2
.4
%

3
3
.3
%

4
0
.7
%

2
2
.6
%

3
3
.3
%

3
3
.3
%

2
7
.3
%

5
0
.0
%

5
0
.0
%

3
3
.3
%

6
0
.0
%

5
0
.0
%

2
5
.0
%

1
4
.3
%

2
5
.0
%

2
5
.0
%

0
.0
%

営
業
職
（
セ
ー
ル
ス
マ
ン
・
生
命
保
険
外
交

員
な
ど
）

5
.7
%

8
.9
%

3
.7
%

3
.2
%

1
3
.3
%

6
.7
%

9
.1
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

2
0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

1
2
.5
%

0
.0
%

0
.0
%

販
売
職
（
デ
パ
ー
ト
・
ス
ー
パ
ー
の
店
員
な
ど
）

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

サ
ー
ビ
ス
職
（
美
容
師
・
調
理
師
・
客
室
乗
務
員
・
旅
行
添
乗
員
な
ど
）

3
.8
%

2
.2
%

1
1
.1
%

0
.0
%

6
.7
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

2
5
.0
%

1
6
.7
%

0
.0
%

0
.0
%

1
2
.5
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

保
安
職
（
警
察
官
・
消
防
士
・
警
備
員
な
ど
）

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

農
林
漁
業
職
（
農
業
従
事
者
・
家
畜
飼
育
者
・
植
木
職
・
漁
船
船
員
な
ど
）

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

運
輸

通
信

職
（
鉄

道
機

関
士

・
運

転
手

・
船

舶
や

航
空

機
の

操
縦

士
な
ど
）

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

生
産

労
務

職
（
機

械
組

立
修

理
工

・
食

料
品

製
造

工
・
土

木
作

業
者

な
ど
）

2
.9
%

2
.2
%

7
.4
%

0
.0
%

0
.0
%

6
.7
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

2
0
.0
%

0
.0
%

1
2
.5
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

そ
の
他

1
.0
%

0
.0
%

3
.7
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

2
5
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

無
回
答

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

無
回
答

学
部

学
科

30



総
数

文
教

育
学

部
（
計
）

理
学

部
（
計
）

生
活

科
学

部
（
計
）

人
文

科
学

科
言

語
文

化
学

科
人

間
社

会
科

学
科

芸
術
・
表

現
行

動
学

科
数
学
科

物
理
学
科

化
学
科

生
物
学
科

情
報
科
学
科

食
物
栄
養

学
科

人
間
・
環
境

科
学
科

人
間
生
活

学
科

総
数

3
8
2

1
6
5

1
0
5

1
0
7

4
7

6
0

3
6

2
2

1
8

1
6

1
8

2
0

3
3

3
1

2
0

5
6

1

（
７
）

ゆ
と
り
が
な
い

2
4
.9
%

2
8
.5
%

2
1
.9
%

2
2
.4
%

4
0
.4
%

2
5
.0
%

1
9
.4
%

2
7
.3
%

3
8
.9
%

6
.3
%

1
6
.7
%

3
0
.0
%

1
8
.2
%

9
.7
%

2
5
.0
%

2
8
.6
%

0
.0
%

入
学

し
た
後

の
暮

ら
し
向

き
あ
ま
り
ゆ
と
り
が

な
い

4
3
.7
%

4
2
.4
%

4
3
.8
%

4
7
.7
%

2
9
.8
%

5
1
.7
%

5
0
.0
%

3
1
.8
%

3
3
.3
%

7
5
.0
%

2
7
.8
%

5
0
.0
%

3
9
.4
%

4
5
.2
%

5
0
.0
%

4
8
.2
%

0
.0
%

多
少
ゆ
と
り
が
あ
る

2
4
.1
%

2
0
.6
%

2
3
.8
%

2
7
.1
%

1
9
.1
%

1
6
.7
%

2
2
.2
%

3
1
.8
%

1
6
.7
%

1
2
.5
%

5
0
.0
%

1
0
.0
%

2
7
.3
%

3
5
.5
%

2
5
.0
%

2
3
.2
%

1
0
0
.0
%

ゆ
と
り
が
あ
る

6
.0
%

6
.7
%

9
.5
%

1
.9
%

4
.3
%

6
.7
%

8
.3
%

9
.1
%

1
1
.1
%

6
.3
%

5
.6
%

1
0
.0
%

1
2
.1
%

6
.5
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

無
回
答

1
.3
%

1
.8
%

1
.0
%

0
.9
%

6
.4
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

3
.0
%

3
.2
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

（
８
）

４
０
０
万
円
未
満

9
.4
%

7
.9
%

1
5
.2
%

5
.6
%

8
.5
%

1
0
.0
%

0
.0
%

1
3
.6
%

1
1
.1
%

1
2
.5
%

1
6
.7
%

1
5
.0
%

1
8
.2
%

3
.2
%

5
.0
%

7
.1
%

0
.0
%

世
帯
年
収

４
０
０
万
円
以
上
６
０
０
万
円
未
満

9
.9
%

1
3
.3
%

8
.6
%

6
.5
%

8
.5
%

1
6
.7
%

1
3
.9
%

1
3
.6
%

1
1
.1
%

6
.3
%

0
.0
%

1
0
.0
%

1
2
.1
%

3
.2
%

5
.0
%

8
.9
%

0
.0
%

６
０
０
万
円
以
上
８
０
０
万
円
未
満

1
3
.4
%

1
5
.2
%

9
.5
%

1
5
.0
%

1
9
.1
%

1
5
.0
%

8
.3
%

1
8
.2
%

1
1
.1
%

6
.3
%

1
1
.1
%

5
.0
%

1
2
.1
%

9
.7
%

3
0
.0
%

1
2
.5
%

0
.0
%

８
０
０
万
円
以
上
１
０
０
０
万
円
未
満

2
1
.5
%

2
2
.4
%

1
9
.0
%

2
3
.4
%

1
7
.0
%

2
1
.7
%

3
8
.9
%

9
.1
%

2
7
.8
%

1
2
.5
%

2
7
.8
%

2
5
.0
%

9
.1
%

1
9
.4
%

2
0
.0
%

2
6
.8
%

0
.0
%

１
０
０
０
万
円
以
上
１
２
０
０
万
円
未
満

1
8
.1
%

1
1
.5
%

2
2
.9
%

2
2
.4
%

1
0
.6
%

1
1
.7
%

1
1
.1
%

1
3
.6
%

2
2
.2
%

3
7
.5
%

5
.6
%

2
5
.0
%

2
4
.2
%

3
5
.5
%

1
5
.0
%

1
7
.9
%

0
.0
%

１
２
０
０
万
円
以
上
１
４
０
０
万
円
未
満

1
1
.0
%

1
2
.7
%

1
1
.4
%

6
.5
%

1
4
.9
%

1
0
.0
%

1
3
.9
%

1
3
.6
%

0
.0
%

1
8
.8
%

5
.6
%

1
5
.0
%

1
5
.2
%

3
.2
%

1
0
.0
%

7
.1
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